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キャンパス内における多文化交流など多岐にわたります。キャンパス内における多文化交流など多岐にわたります。キャンパス内における多文化交流など多岐にわたります。
今号では, 加速する国際化へ向けた本学の取り組みを紹介します。今号では, 加速する国際化へ向けた本学の取り組みを紹介します。今号では, 加速する国際化へ向けた本学の取り組みを紹介します。今号では, 加速する国際化へ向けた本学の取り組みを紹介します。

金沢大学 研究・国際担当理事

長野 勇
NAGANO Isamu

教
育
、研
究
、そ
し
て
社
会
貢
献

教
育
、研
究
、社
会
貢
献
を
基
本
と

す
る
大
学
の
活
動
。そ
れ
ら
の
舞
台
を

「
世
界
」に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
大
学
の
責

務
で
す
。

本
学
で
は
、世
界
最
速
の
原
子
間
力

顕
微
鏡
を
は
じ
め
、世
界
最
大
の
肝
臓

遺
伝
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、人
類
初
の
マ

ン
ト
ル
物
質
採
集
に
向
け
た
モ
ホ
ー

ル
計
画
な
ど
、世
界
を
代
表
す
る
研
究

が
行
わ
れ
、そ
れ
に
携
わ
る
研
究
者
が

最
先
端
の
教
育
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、イ
タ
リ
ア
・
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

チ
ェ
教
会
の
壁
画
修
復
や
、カ
ン
ボ
ジ

ア
・
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
で
の
環
境

調
査
な
ど
、研
究
を
と
お
し
た
社
会
貢

献
活
動
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
優
れ
た
活
動
は
、海
外
で
学

ぶ
学
生
や
、本
学
を
訪
れ
る
外
国
人
研

究
者
な
ど
、人
と
人
と
の
地
球
規
模
の

交
流
を
生
み
出
し
、国
際
化
さ
れ
た
大

学
の
縮
図
を
形
成
し
て
い
る
の
で
す
。

金沢大学の
国際化のために

特 集 大学から地域,そして世界へ
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[ 特集 ]  加速する金沢大学の国際化

留学経験者に聞く!留学経験者に聞く!

P.4 - 5 

P.6 - 7 

P.8 - 9 

地
域
が
国
際
交
流
の
舞
台
に

国
際
交
流
が
個
々
の
活
動
レ
ベ
ル

で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は「
大
学
の
国

際
化
」は
果
た
せ
ま
せ
ん
。そ
れ
ら
を

全
学
的
に
拡
大
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、２
０
２
０
年
に
日
本
で

学
ぶ
留
学
生
を
30
万
人
に
す
る
国
の

政
策
に
応
え
、本
学
は
５
年
後
に
留
学

生
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。そ
の
環
境
を
整
え
る
た
め
、

2
0
0
8
年
度
か
ら
国
際
交
流
本
部

と
海
外
分
室（
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ

ス
）を
設
置
す
る
と
と
も
に
、重
点
交

流
協
定
校
を
設
定
す
る
な
ど
の
新
た

な
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

日
本
有
数
の
広
さ
と
豊
か
な
里
山

を
持
つ
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ
め
、

本
学
は
世
界
的
に
見
て
も
絶
好
の
学

習
・
研
究
環
境
を
有
し
て
い
ま
す
。歴

史
と
伝
統
、そ
し
て
新
し
さ
を
備
え
た

学
都
金
沢
も
ま
た
、海
外
か
ら
多
く
の

学
生
や
研
究
者
を
受
け
入
れ
る
魅
力

に
溢
れ
て
い
ま
す
。

本
学
を
窓
口
と
し
て
、多
く
の
研
究

者
や
留
学
生
が
地
域
を
訪
れ
、研
究
や

情
報
発
信
の
場
と
す
る
こ
と
で
、地
域

が
世
界
に
開
か
れ
て
い
く
。そ
の
流
れ

を
支
え
る
こ
と
も
、こ
れ
か
ら
の
大
学

の
大
切
な
役
割
と
言
え
ま
す
。

社
会
の
た
め
の
大
学
と
し
て

国
際
化
さ
れ
た
大
学
と
は
、最
終
的

に「
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育

て
る
大
学
」で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

情
報
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
い
っ

そ
う
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、金
沢

大
学
が「
社
会
の
た
め
の
大
学
」と
し

て
の
役
割
を
こ
れ
か
ら
も
果
た
し
続

け
て
い
く
。そ
の
た
め
に
は
、世
界
レ

ベ
ル
の
研
究
を
行
い
、最
先
端
の
情
報

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、本
学
で
学
ん

だ
学
生
が
国
際
社
会
へ
と
羽
ば
た
い

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
の

よ
う
な
学
生
を
一
人
で
も
多
く
育
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

P.10 - 11 

全学体制で国際化に臨む

国際的なキャンパスが生む身近な多文化交流国際的なキャンパスが生む身近な多文化交流国際的なキャンパスが生む身近な多文化交流国際的なキャンパスが生む身近な多文化交流
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4

ア
ジ
ア
を
拠
点
に

世
界
へ
拡
大
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
本
海
の
中
心
に
位
置
す
る
本
学

は
、東
ア
ジ
ア
の
知
の
拠
点
と
し
て
、

国
際
化
を
加
速
さ
せ
る
新
た
な
3
つ

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、国
際
化
推
進
の
頭
脳
と

な
る「
国
際
交
流
本
部
」の
設
置
で
す
。

国
際
化
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

を
立
案
す
る
学
長
直
属
の
諮
問
機
関

と
し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
意
思
決
定

を
可
能
と
し
ま
す
。

次
は
海
外
分
室（
リ
エ
ゾ
ン
・
オ

フ
ィ
ス
）の
設
置
。こ
れ
は
、留
学
情
報

の
提
供
や
留
学
生
の
受
け
入
れ
、現
地

に
留
学
す
る
本
学
学
生
・
研
究
者
支

援
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
計
画
で
、

中
国
、タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
、イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
東
ア
ジ
ア
4
カ
国
に
6
つ
の
分

室
を
設
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。

最
後
は
重
点
交
流
協
定
校
の
設
定

で
す
。こ
れ
は
、よ
り
積
極
的
に
留
学

生
・
研
究
者
の
行
き
来
を
支
え
る
国

際
交
流
の
拠
点
で
す
。2
0
0
8
年
11

月
に
上
海
の
華
東
理
工
大
学
と
最
初

の
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
を
、そ
し
て
世
界
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
、教
育
、研
究
そ
し
て
社
会
貢

献
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。

「留学生30万人計画」とは？
　留学生30万人計画は,その名のとおり,2020年を目途に「留学生受
け入れ30万人」をめざす国の計画です。現在,日本で学ぶ留学生は
およそ12万人。これを約3倍にまで高めようというものです。
　日本全体で,留学生の人数をこれまでの約3倍に増やすためには,
日本の,そして大学の魅力を広く世界にPRしなければいけません。そ
のため,同計画には「大学のグローバル化の推進」の項目があり,国
際的に魅力ある大学となるための指針が示されています。

異
文
化
へ
の
興
味
を
育
み
、留
学
を

志
す
こ
と
は
、新
し
い
学
び
の
入
り

口
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、長
期
に
わ

た
っ
て
海
外
で
学
ぶ
留
学
は
不
安
も

多
く
、渡
航
費
や
生
活
費
、単
位
の
問

題
な
ど
か
ら
、多
く
の
学
生
に
と
っ
て

は
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
も
の
で
し
た
。

そ
こ
で
、費
用
と
単
位
取
得
の
両
面

で
学
生
を
支
援
す
る
制
度
が「
派
遣
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。こ
れ
は
、「
学
生
交

流
の
覚
書
」を
交
わ
し
た
交
流
協
定
校

に
最
大
1
年
間
の
留
学
を
す
る
も
の

で
す
。本
学
の
学
生
を
派
遣
す
る
と
同

時
に
、協
定
校
の
学
生
を
迎
え
入
れ
る

こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
留
学
先
で
の
授
業

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。ま
た
、留
学
先

で
取
得
し
た
単
位
を
本
学
卒
業
の
た

め
の
必
要
単
位
に
数
え
る「
単
位
互
換

制
度
」を
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。こ

の
制
度
に
は
30
年
以
上
の
長
い

歴
史
が
あ
り
、協
定
校
側
が
本
学
学
生

の
受
け
入
れ
に
慣
れ
て
い
る
こ
と
、そ

し
て
派
遣
留
学
を
利
用
し
た
先
輩
か

ら
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
、相
談
体
制
や
体
験
授
業
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、「
初
め
て
の

留
学
」を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
す
る

シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い
る
の
で
す
。

交
流
協
定
校
は
、2
0
0
9
年
3
月

現
在
で
世
界
98
大
学
・
機
関
。ア
メ
リ

カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、ア
ジ
ア
、そ
し
て
ロ
シ
ア
な
ど
、選

択
肢
は
世
界
中
に
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。 海

外
留
学
を
多
角
的
に
支
援

「
派
遣
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

ペンシルバニア大学(アメリカ)タフツ大学(アメリカ)

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

全
学
体
制
で
国
際
化
に
臨
む

8888888
学
部
・

学
部
・

学
部
・

学
部
・

学
部
・

学
部
・

学
部
・

学
部
・
2525252525
学
科
・
過
程
か
ら

学
科
・
過
程
か
ら

学
科
・
過
程
か
ら

学
科
・
過
程
か
ら

学
科
・
過
程
か
ら

学
科
・
過
程
か
ら
3
学
域
・
16
学
類
へ
と
進
化
し

た
金
沢
大
学
で
は
、学
問
分
野
を
越
え
、よ
り
柔
軟
な
研
究
・
教
育

た
金
沢
大
学
で
は
、学
問
分
野
を
越
え
、よ
り
柔
軟
な
研
究
・
教
育

た
金
沢
大
学
で
は
、学
問
分
野
を
越
え
、よ
り
柔
軟
な
研
究
・
教
育

た
金
沢
大
学
で
は
、学
問
分
野
を
越
え
、よ
り
柔
軟
な
研
究
・
教
育

た
金
沢
大
学
で
は
、学
問
分
野
を
越
え
、よ
り
柔
軟
な
研
究
・
教
育

た
金
沢
大
学
で
は
、学
問
分
野
を
越
え
、よ
り
柔
軟
な
研
究
・
教
育

た
金
沢
大
学
で
は
、学
問
分
野
を
越
え
、よ
り
柔
軟
な
研
究
・
教
育

た
金
沢
大
学
で
は
、学
問
分
野
を
越
え
、よ
り
柔
軟
な
研
究
・
教
育

た
金
沢
大
学
で
は
、学
問
分
野
を
越
え
、よ
り
柔
軟
な
研
究
・
教
育

た
金
沢
大
学
で
は
、学
問
分
野
を
越
え
、よ
り
柔
軟
な
研
究
・
教
育

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。国
際
化
戦
略
に
お
い
て
も
、国
の「
留
学
生

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。国
際
化
戦
略
に
お
い
て
も
、国
の「
留
学
生

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。国
際
化
戦
略
に
お
い
て
も
、国
の「
留
学
生

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。国
際
化
戦
略
に
お
い
て
も
、国
の「
留
学
生

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。国
際
化
戦
略
に
お
い
て
も
、国
の「
留
学
生

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。国
際
化
戦
略
に
お
い
て
も
、国
の「
留
学
生

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。国
際
化
戦
略
に
お
い
て
も
、国
の「
留
学
生

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。国
際
化
戦
略
に
お
い
て
も
、国
の「
留
学
生

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。国
際
化
戦
略
に
お
い
て
も
、国
の「
留
学
生

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。国
際
化
戦
略
に
お
い
て
も
、国
の「
留
学
生

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。国
際
化
戦
略
に
お
い
て
も
、国
の「
留
学
生

30303030
万
人
計
画
」と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、全
学
的
に
展
開
し
て
い

万
人
計
画
」と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、全
学
的
に
展
開
し
て
い

万
人
計
画
」と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、全
学
的
に
展
開
し
て
い

万
人
計
画
」と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、全
学
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。
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[ 特集 ]  加速する金沢大学の国際化

真
の
国
際
人
を
育
て
る「
国
際
学
類
」

人
間
社
会
学
域
の「
国
際
学
類
」は

異
文
化
理
解
・
共
生
と
い
う
課
題
に

応
え
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
新
し
い

分
野
で
す
。

「
国
際
社
会
コ
ー
ス
」「
日
本
・
日
本

語
教
育
コ
ー
ス
」「
ア
ジ
ア
コ
ー
ス
」

「
米
英
コ
ー
ス
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
コ
ー

ス
」の
5
つ
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

学
生
の
国
際
交
流
を
支
え
る

「
留
学
生
セ
ン
タ
ー
」

留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
し
て
、

外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
支
援
、海
外

留
学
を
希
望
す
る
本
学
学
生
に
対
す

る
支
援
、そ
し
て
両
者
の
交
流
促
進
の

3
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

留
学
生
を
対
象
と
し
た
支
援
で
は
、

日
本
語
と
日
本
文
化
の
習
得
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。留
学
生
の
目
的

や
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

日
本
語
教
育
を
行
う
と
同
時
に
、歴
史

と
伝
統
、そ
し
て
新
し
さ
を
持
っ
た
学

都
金
沢
に
あ
る
大
学
と
し
て
、九
谷
焼

や
能
楽
、加
賀
野
菜
を
使
っ
た
料
理
・

和
菓
子
作
り
の
体
験
な
ど
、本
学
な
ら

で
は
の
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
て
い
ま
す
。ま
た
、セ
ン
タ
ー
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
全
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る「
金
沢
大
学
短
期
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム（
K
U
S
E
P
＝
キ
ュ
ー
セ
ッ

プ
）」を
展
開
。交
流
協
定
校
か
ら
毎
年

留
学
生
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
覧

総
合
日
本
語
コ
ー
ス

本
学
に
在
籍
す
る
外
国
人
全
員
を
対
象
と

し
た
コ
ー
ス
。初
級
か
ら
上
級
ま
で
各
自

の
日
本
語
能
力
に
合
わ
せ
た
多
様
な
ク
ラ

ス
編
成
が
特
徴
。

日
本
語
・
日
本
文
化

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

日
本
語
能
力
の
向
上
お
よ
び
日
本
社
会
・

文
化
に
対
す
る
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
が

目
的
。全
学
習
を
日
本
語
で
行
う
1
年
間

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

日
本
語
研
修
コ
ー
ス

主
に
大
学
院
レ
ベ
ル
の
国
費
外
国
人
留
学

生
を
対
象
に
、日
本
で
の
研
究
活
動
に
必

要
な
日
本
語
能
力
を
6
ヶ
月
間
で
集
中
的

に
習
得
す
る
。

日
韓
共
同
理
工
系
学
部

留
学
生
コ
ー
ス

韓
国
の
高
校
で
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
、

理
工
学
系
志
望
の
高
校
卒
業
及
び
卒
業
見

込
み
生
を
、予
備
教
育
の
時
点
か
ら
金
沢

大
学
に
受
け
入
れ
る
。

金
沢
大
学
短
期
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム

通
称
K
U
S
E
P（
キ
ュ
ー
セ
ッ
プ
）。留

学
生
セ
ン
タ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

全
学
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、交
流
協
定

校
か
ら
の
留
学
生
に
対
し
、日
本
語
教
育
、

英
語
に
よ
る
日
本
事
情
・
日
本
文
化
お
よ

び
各
専
門
分
野
の
授
業
を
提
供
す
る
1
年

間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
と
国
際
社
会
や
日
本
文
化
に
関
す

る
知
識
を
基
礎
力
と
し
て
、各
地
域
に

関
す
る
深
い
学
習
が
進
行
し
ま
す
。同

時
に
、日
本
の
国
際
化
に
貢
献
す
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、留
学
や
海
外
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
促
し
、こ
れ
ら
の
経
験

に
よ
っ
て
、国
際
社
会
に
関
す
る
知
識

と
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

養
成
し
ま
す
。

国
際
学
類
で
は
、本
学
の
国
際
化
戦

略
に
あ
わ
せ
、リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
ス

を
活
用
し
た
海
外
の
優
秀
な
学
生
の

募
集
や
、海
外
の
提
携
校
か
ら
の
3
年

次
編
入
生（
留
学
生
）の
受
け
入
れ
、帰

国
し
た
留
学
生
と
連
携
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
、

教
育
・
研
究
の
国
際
化
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
き
ま
す
。

30
人
を
超
え
る
留
学
生
を
迎
え
、日
本

事
情
、日
本
文
化
や
各
種
専
門
科
目
の

講
義
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
学
か
ら
海
外
へ
の
留
学
を
考
え

る
学
生
に
対
し
て
は
、個
別
に
相
談
や

指
導
を
行
い
、学
生
の
疑
問
・
不
安
の

解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、「
留

学
に
興
味
が
あ
っ
て
も
踏
み
出
せ
な

い
」学
生
の
背
中
を
押
す
活
動
に
も
積

極
的
。留
学
生
と
同
じ
講
義
を
受
け
る

「
ジ
ョ
イ
ン
ト
ク
ラ
ス
」な
ど
で
、留
学

生
と
日
本
人
学
生
と
の「
身
近
な
国
際

交
流
」の
機
会
を
演
出
し
ま
す
。

こ
れ
は
、日
本
人
学
生
に
と
っ
て

は
留
学
先
の
情
報
収
集
や
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
す
る
機

会
と
な
る
一
方
、本
学
へ
の
留
学
生
に

と
っ
て
も
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
や
日

本
語
習
得
の
点
で
効
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

留学生が集う国際交流会館
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チ
ュ
ー
タ
ー
制
度

チ
ュ
ー
タ
ー
と
は
、留
学
生
が
そ
れ

ぞ
れ
の
留
学
目
的
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、勉
学
、生
活
、対
人
関
係

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
日
本
人
学
生
の

こ
と
。留
学
生
に
と
っ
て
は「
日
本
で

最
初
に
出
会
う
友
人
」と
い
う
、重
要

な
立
場
と
な
り
ま
す
。前
期
と
後
期
、

半
期
ご
と
に
大
学
の
選
考
を
経
て
決

定
さ
れ
る
責
任
の
あ
る
仕
事
で
す
。サ

ポ
ー
ト
内
容
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。た

と
え
ば
勉
学
で
は
、日
本
語
の
援
助
の

ほ
か
に
、願
書
な
ど
、提
出
書
類
の
作

成
支
援
が
あ
り
ま
す
。生
活
で
は
、電

気
、ガ
ス
、水
道
の
契
約
・
支
払
い
手

続
き
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
チ
ュ
ー

タ
ー
の
役
割
で
す
。対
人
関
係
サ
ポ
ー

ト
と
し
て
、互
い
の
友
人
を
紹
介
し
あ

う
な
ど
、留
学
生
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
拡
大
す
る
こ
と
も
大
切
な
役
割

で
す
。

留
学
生
と
、日
常
生
活
を
介
し
て
深

く
付
き
合
う
こ
と
で
、お
互
い
の
背
景

に
あ
る
文
化
に
対
す
る
理
解
が
深
ま

る
と
と
も
に
、か
け
が
え
の
な
い
多
文

化
共
生
の
体
験
が
期
待
で
き
ま
す
。

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

国
際
的
な

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
む

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

身
近
な
多
文
化
交
流

お
よ
そ

お
よ
そ

お
よ
そ

お
よ
そ

お
よ
そ

お
よ
そ

お
よ
そ
404040404040
ヶ
国
か
ら

ヶ
国
か
ら
3
5
2
名

※

の
留
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る

本
学
。さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
来
た
留
学
生
た
ち
と
と
も
に
学
ぶ

本
学
。さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
来
た
留
学
生
た
ち
と
と
も
に
学
ぶ

本
学
。さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
来
た
留
学
生
た
ち
と
と
も
に
学
ぶ

本
学
。さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
来
た
留
学
生
た
ち
と
と
も
に
学
ぶ

本
学
。さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
来
た
留
学
生
た
ち
と
と
も
に
学
ぶ

本
学
。さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
来
た
留
学
生
た
ち
と
と
も
に
学
ぶ

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、国
際
的
な
視
野
を
養
う
チ
ャ
ン
ス
に
溢
れ
て

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、国
際
的
な
視
野
を
養
う
チ
ャ
ン
ス
に
溢
れ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
2
0
0
9
年
３
月
現
在

ジ
ョ
イ
ン
ト
ク
ラ
ス

ジ
ョ
イ
ン
ト
ク
ラ
ス
は
、日
本
人
学

生
と
留
学
生
と
の
合
同
講
義
。在
学
期

間
中
に
、も
っ
と
日
本
人
学
生
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
も
ち
た

い
と
い
う
留
学
生
の
要
望
か
ら
生
ま

れ
ま
し
た
。人
間
社
会
学
域
な
ど
の
一

部
講
義
の
ほ
か
、1
年
生
か
ら
受
講

可
能
な
共
通
教
育
科
目
の
な
か
に
も

可
能
な
共
通
教
育
科
目
の
な
か
に
も

ジ
ョ
イ
ン
ト
ク
ラ
ス
と
し
て
開
講
さ

ジ
ョ
イ
ン
ト
ク
ラ
ス
と
し
て
開
講
さ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。例
え

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。例
え

ば
、「
日
本
文
化
体
験
学
習
」。短
期
留

ば
、「
日
本
文
化
体
験
学
習
」。短
期
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム（
K
U
S
EE
P
）の
留

学
生
と
共
に
金
沢
と
そ
の
近
郊
に
あ

学
生
と
共
に
金
沢
と
そ
の
近
郊
に
あ

る
伝
統
文
化
・
伝
統
産
業
の
現
場
を

る
伝
統
文
化
・
伝
統
産
業
の
現
場
を

訪
れ
、も
の
づ
く
り
を
体
験
す
る
と
い

訪
れ
、も
の
づ
く
り
を
体
験
す
る
と
い

う
、歴
史
文
化
都
市
に
あ
る
大
学
な
ら

う
、歴
史
文
化
都
市
に
あ
る
大
学
な
ら

で
は
の
講
義
で
す
。ま
た
、「
英
語

で
は
の
講
義
で
す
。ま
た
、「
英
語
II
」

や「
英
語
III
」に
も
留
学
生
が
参
加
。

」に
も
留
学
生
が
参
加
。

」に
も
留
学
生
が
参
加
。

海
外
留
学
を
考
え
る
日
本
人
学
生
に

海
外
留
学
を
考
え
る
日
本
人
学
生
に

海
外
留
学
を
考
え
る
日
本
人
学
生
に

は
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

は
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

は
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、留
学
先
の
情
報
収
集
の
機
会

シ
ョ
ン
、留
学
先
の
情
報
収
集
の
機
会

シ
ョ
ン
、留
学
先
の
情
報
収
集
の
機
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。

に
な
っ
て
い
ま
す
。

P
II

と
の
交
流
交
流

P
II

と
は「P

rin
c
e
to

n
in

Ish
ik

aw
a

」の
頭
文
字
。プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
学
が
主
催
す
る
「
短
期
間

石
川
県
で
学
ぶ
日
本
語
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
こ
と
で
す
。

留
学
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、P

II

で

毎
年
6
〜
7
月
に
来
日
す
る
プ
リ
ン

ス
ト
ン
、ハ
ー
バ
ー
ド
、コ
ロ
ン
ビ
ア
、

イ
エ
ー
ル
な
ど
の
大
学
生
と
、本
学
学

生
と
の
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

1
人
の
留
学
生
を
1
人
の
日
本
人
学

生
が
エ
ス
コ
ー
ト
し
、さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
と
お
し
て
お
互
い
の
理
解
を
深

め
ま
す
。よ
り
熱
心
に
外
国
語
学
習
に

打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た
り
、海
外
留

学
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
り
と
、視
野

が
世
界
に
広
が
る
交
流
会
で
す
。

2008年度は創立五十周年記念館「角間の里」で, 本学の紹介を
かねたクイズを行いました。その後, 敷地内に生えている竹を
使って七夕の飾り付けを体験しました。
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い
し
か
わ
金
沢
学

い
し
か
わ
金
沢
学
で
は
、地
域
に
点

在
す
る
有
形
・
無
形
の
文
化
的
遺
産
・

資
源
を
集
積
し
、そ
の
文
化
的
価
値
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ら
を

用
い
た
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

石
川
県
や
金
沢
市
、他
の
教
育
機
関

な
ど
と
本
学
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
構
成

さ
れ
た「
い
し
か
わ
金
沢
学
教
育
研
究

会
」を
定
期
的
に
開
催
。そ
の
検
討
結

果
を
反
映
さ
せ
た
文
化
体
験
学
習
活

動
が「
い
し
か
わ
金
沢
学K

anazaw
a

Studies
in

Ishikaw
as

」プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

夏
・
秋
・
冬
と
特
別
コ
ー
ス
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、参
加
す
る
留
学
生
は

加
賀
友
禅
や
金
箔
、輪
島
塗
な
ど
地
域

が
誇
る
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

「
金
沢
大
学
で
世
界
と
出
会
お
う
」

を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、ウ
ェ
ブ
ベ
ー

ス
で
展
開
す
る
多
文
化
交
流
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
が「W

orld
in

Cam
pus

」

で
す
。留
学
生
と
国
内
学
生
が
出
会

い
、学
び
あ
い
、刺
激
し
あ
う
チ
ャ
ン

ス
を
も
っ
と
創
出
し
よ
う
と
い
う
目

的
で
2
0
0
7
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

サ
イ
ト
に
登
録
し
た
留
学
生
と
日

本
人
学
生
と
の
交
流
を
、言
語
の
勉

強
会
や
、自
国
文
化
の
発
表
会
、ピ
ク

ニ
ッ
ク
、施
設
見
学
会
な
ど
個
性
豊
か

な
イ
ベ
ン
ト
で
支
援
し
ま
す
。理
工
系

キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
展
開
さ
れ
ま

す
が
、金
沢
大
学
で
学
ぶ
学
生
、留
学

生
で
あ
れ
ば
誰
で
も
登
録
・
参
加
が

可
能
で
す
。

ま
す
。「
体
験
」と「
講
義
」の
両
輪
で
進

め
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
宿
泊
を
は

さ
む
行
程
で
行
わ
れ
、本
学
を
は
じ

め
、広
く
県
内
の
留
学
生
・
日
本
人
学

生
が
参
加
し
、交
流
の
輪
を
広
げ
て
い

ま
す
。

留
学
生
、大
学
生
に
加
え
一
般
市
民

が
参
加
す
る
こ
と
も
魅
力
の
ひ
と
つ

で
す
。夏
に
は
そ
の
子
ど
も
版
で
あ
る

「
い
し
か
わ
金
沢
学
子
ど
も
体
験
塾
」

も
開
催
。幅
広
い
年
齢
層
と
さ
ま
ざ
ま

な
国
籍
の
集
団
が
生
ま
れ
、大
学
と
地

域
、そ
し
て
世
界
を
つ
な
ぐ
、生
き
た

多
文
化
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

（
国
際
交
流
月
間
）

昼
休
み
に
昼
食
を
取
り
な
が
ら
、

ち
ょ
っ
と
し
た
学
習
上
の
ア
ド
バ
イ

ス
か
ら
、よ
り
よ
い
学
生
生
活
を
送

る
た
め
の
知
恵
、専
門
的
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
分
か
り
や
す
い
解
説
な

ど
、バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
講
演
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ

ミ
ナ
ー
。毎
年
5
月
の
国
際
交
流
月
間

に
は
、学
生
や
留
学
生
、J
I
C
A
ス

タ
ッ
フ
な
ど
が
国
際
交
流
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
ま
す
。

お
国
自
慢
や
文
化
討
論
、留
学
経
験

の
発
表
、海
外
で
の
支
援
活
動
体
験
談

な
ど
、国
際
色
豊
か
な
話
題
が
飛
び
交

う
30
分
で
す
。

昼食をとりながらの多文化体験

URL:http://www.wic.t.kanazawa-u.ac.jp/index.html

World in Campus
写真上：色使いに個性が表れた水引体験
写真下：九谷焼の絵付を楽しむ
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ウォーカー
ジャイルス・
ホイットニー
 WALKER-GILES Whitnee

験
を
し
た
い
、と
い
う
思
い
か
ら
留
学

を
決
め
ま
し
た
。

金
沢
大
学
を
選
ん
だ
理
由
は
?

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー

交
換
留
学
制
度
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。ほ
か
に
も
交
換

留
学
で
き
る
大
学
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、金
沢
大
学
に
留
学
し
た
学
生
の
レ

ポ
ー
ト
を
読
ん
だ
り
直
接
話
を
聞
い

た
り
し
て
、と
て
も
素
敵
な
大
学
だ
と

思
い
ま
し
た
。北
陸
に
は
来
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、金
沢
大
学
に
決
め
ま

し
た
。

キ
ム
バ
リ
ー

私
は
高
校
2
年
生
の

と
き
に
、国
際
交
流
団
体
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
金
沢
に
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。2
週
間
ほ
ど
の
滞
在
で
し
た
が
、

都
会
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
自
然
に

も
恵
ま
れ
た
金
沢
の
雰
囲
気
が
と
て

も
気
に
入
り
ま
し
た
。そ
の
経
験
が

あ
っ
た
の
で
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立

大
学
の
協
定
校
か
ら
金
沢
大
学
を
選

び
ま
し
た
。奨
学
金
制
度
が
あ
っ
た
こ

と
も
魅
力
で
し
た
。

金
沢
大
学
で
は
ど
の
よ
う
な
勉
強
を

し
て
い
る
の
で
す
か
?

キ
ム
バ
リ
ー

K
U
S
E
P
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
7
つ
の
レ
ベ
ル
に
分

か
れ
た「
日
本
語
」の
授
業
が
中
心
で

す
。私
は
C
2
と
い
う
中
級
ク
ラ
ス

で
、漢
字
・
読
書
・
作
文
な
ど
を
学
ん

で
い
ま
す
。ほ
か
に
も
空
手
や
柔
道
な

ど
の「
武
道
」、日
本
人
学
生
と
一
緒
に

英
語
で
受
け
る「
文
化
比
較
」の
授
業

が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
で
す
。「
日
本

文
化
体
験
」で
は
、茶
道
や
座
禅
、焼
き

物
、活
け
花
な
ど
を
経
験
し
ま
し
た
。

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー

私
は
E
レ
ベ
ル
の

上
級
ク
ラ
ス
で
、新
聞
記
事
や
小
説
の

一
部
を
題
材
に
し
た
会
話
練
習
、漢
字

や
レ
ポ
ー
ト
作
成
な
ど
の
授
業
を
受

け
て
い
ま
す
。私
も
日
本
人
学
生
と
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
ク
ラ
ス
で
行
う「
文
化
比

較
」が
好
き
で
す
ね
。留
学
生
と
日
本

人
が
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、英
語
教
育
や

食
文
化
な
ど
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て

グ
ル
ー
プ
プ
レ
ゼ
ン
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ
ご
と

に
特
徴
が
表
れ
て
楽
し
い
で
す
。

な
ぜ
日
本
に
留
学
し
よ
う
と
思
っ
た

の
で
す
か
?

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー

4
歳
か
ら
14
歳
ま

で
日
本
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
た
後
は
タ
フ
ツ

大
学
で
日
本
語
を
専
攻
し
て
い
ま
し

た
。日
本
語
の
レ
ベ
ル
を
よ
り
向
上
さ

せ
る
た
め
、両
親
や
先
生
か
ら
日
本
へ

留
学
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。正
直
な
と
こ
ろ
、ア

メ
リ
カ
で
生
活
す
る
間
に
日
本
語
が

下
手
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
心

配
だ
っ
た
の
で
す
が
、怖
が
っ
て
い
て

は
何
も
変
わ
ら
な
い
と
思
い
留
学
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

キ
ム
バ
リ
ー

私
の
場
合
は
、日
本
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
中
学
・
高
校
で
日

本
語
の
授
業
が
あ
り
ま
し
た
し
、大
学

で
も
日
本
語
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。漫

画
や
ア
ニ
メ
を
と
お
し
て
も
日
本
の

文
化
や
社
会
を
知
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。日
本
の
丁
寧
な
こ
と
ば
や
マ

ナ
ー
に
魅
力
を
感
じ
、実
際
に
日
本
に

住
ん
で
、こ
と
ば
や
文
化
に
触
れ
る
経

アメリカ・タフツ大学在籍。幼少期の
10年間を日本で過ごす。2008年10月,
金沢大学での留学のために再来日。

留学生の目に日本や金沢,  そして金沢大   学はどのように映っているのでしょうか?留学生の目に日本や金沢,  そして金沢大   学はどのように映っているのでしょうか?
  短期留学プログラム（KUSEP）で留学　中のお二人にお話をうかがいました。   短期留学プログラム（KUSEP）で留学　中のお二人にお話をうかがいました。 

留学生の出身地域をみると,アジアが
約80％と圧倒的多数を占めています。
地理的に近いことはもちろん,協定校
の半数以上がアジアにあることが理
由として挙げられます。

データその1   出身地域 デ
ー
タ
で
見
る
！

金
沢
大
学
で
学
ぶ

留
学
生

ど
こ
か
ら
、
ど
れ
く
ら
い
の
留
学

生
が
来
て
、
何
を
学
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？
留
学
生
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
集
め
ま
し
た
。

（
※
デ
ー
タ
は
全
て
2
0
0
8
年
5
月
現
在
）



留学生

右)留学生数の推移
下)区分別留学生数
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バリングトン
ナイト・
キムバリー
BARRINGTON-KNIGHT  Kymberley

将
来
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー

留
学
生
の
役
割
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
や
言
語
の
よ

い
面
を
紹
介
し
、魅
力
を
伝
え
る
こ

と
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
ら

帰
国
し
ま
す
が
、日
本
の
よ
い
面
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。タ
フ
ツ

大
学
を
卒
業
し
た
ら
日
本
に
戻
っ
て

大
学
院
へ
進
も
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
金
沢
大
学
だ
っ
た
ら
素
敵
で

す
ね
。

キ
ム
バ
リ
ー

私
も
母
国
の
大
学
を

卒
業
し
た
ら
ま
た
日
本
に
戻
っ
て
き

て
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
内
容
は
決
め
て
い
ま
せ
ん

が
、行
政
の
国
際
交
流
員
や
英
語
講
師

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。日
本
で
暮
ら

し
て
、日
本
の
文
化
・
社
会
に
つ
い
て

も
っ
と
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

お
二
人
に
と
っ
て
、日
本
や
日
本
人
の

印
象
は
?

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー

日
本
人
は
と
て
も

努
力
家
だ
と
思
い
ま
す
。金
沢
大
学
で

も
学
生
は
勉
強
を
毎
日
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
し
、先
生
方
の
仕
事
ぶ
り
に
も

感
心
し
ま
す
。ア
メ
リ
カ
と
大
き
く
違

う
点
は「
皆
と
同
じ
」こ
と
を
求
め
ら

れ
る
社
会
で
あ
る
こ
と
。私
も
そ
の
な

か
で
育
っ
た
の
で
、ア
メ
リ
カ
に
帰
国

し
た
頃
は
自
分
の
意
見
を
う
ま
く
表

現
で
き
ず
に
苦
労
し
ま
し
た
。

キ
ム
バ
リ
ー

私
も
、先
生
方
は
親
切

だ
し
学
生
は
真
面
目
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
日
本
人
の
よ
い
と
こ
ろ
で
す

ね
。日
本
の
丁
寧
な
こ
と
ば
や
マ
ナ
ー

が
魅
力
的
だ
と
言
い
ま
し
た
が
、そ
う

い
っ
た
面
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

聞
い
て
残
念
で
す
。そ
れ
ら
を
大
切
に

し
て
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

金
沢
で
の
生
活
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

キ
ム
バ
リ
ー

学
内
の
国
際
交
流
会

館
に
住
ん
で
い
ま
す
。こ
こ
は
留
学
生

の
寮
に
な
っ
て
お
り
、授
業
に
通
う
の

に
便
利
で
す
し
費
用
も
安
い
の
で
と

て
も
よ
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
国
際
交
流
会
館
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
チ
ュ
ー
タ
ー
が
対

応
し
て
く
れ
る
の
で
助
か
り
ま
す
。携

帯
電
話
を
買
う
際
、料
金
の
仕
組
み
が

と
て
も
複
雑
で
理
解
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
が
、連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

チ
ュ
ー
タ
ー
の
助
け
で
無
事
に
買
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー

私
も
国
際
交
流
会

館
に
住
ん
で
い
ま
す
。ほ
か
の
留
学
生

に
比
べ
て
日
本
で
暮
ら
し
た
期
間
が

長
い
の
で
、よ
く
通
訳
を
頼
ま
れ
た
り

し
ま
す
。月
に
1
回
、チ
ュ
ー
タ
ー
と

会
っ
て
、お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
本
語

学
習
の
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

オーストラリア国立大学在籍。
日本語・日本文化を学ぶために
2008年10月から金沢大学に留学中。

金沢大学に初めて留学生が来たのは1976
年のこと。それ以降,順調にその数を伸ばし,
近年は毎年300人以上の留学生を受け入れ
ています。
留学生の多くは大学院に所属。高度で専門的
な研究に取り組んでいます。

留学生の目に日本や金沢,  そして金沢大   学はどのように映っているのでしょうか?留学生の目に日本や金沢,  そして金沢大   学はどのように映っているのでしょうか?
  短期留学プログラム（KUSEP）で留学　中のお二人にお話をうかがいました。   短期留学プログラム（KUSEP）で留学　中のお二人にお話をうかがいました。 

データその2   留学生数推移　　　　　　   ・区分別人数
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と
ア
ジ
ア
諸
国
に
興
味
が
あ
っ
た
こ

と
と
、合
同
ゼ
ミ
で
出
会
っ
て
影
響
を

受
け
た
台
湾
人
留
学
生
に
ま
た
会
い

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、中
国
語
を
学

べ
る
学
校
を
探
し
ま
し
た
。留
学
経
験

の
あ
る
先
輩
や
中
国
人
の
先
生
に
詳

し
い
話
を
う
か
が
っ
て
、外
国
人
へ
の

中
国
語
教
育
が
充
実
し
て
い
る
台
湾

師
範
大
学
に
決
め
ま
し
た
。

小
林

私
も
費
用
や
単
位
互
換
の
点

か
ら
派
遣
留
学
に
魅
力
を
感
じ
、ア

メ
リ
カ
の
協
定
校
か
ら
選
び
ま
し
た
。

当
初
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
の

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
校
を
考
え
て
い
た
の

で
す
が
、T
O
E
F
L
※
で
良
い
ス
コ

ア
が
取
れ
て
い
た
た
め
、よ
り
語
学
・

文
学
の
講
義
が
充
実
し
た
総
合
大
学

の
タ
フ
ツ
大
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。要
求
さ
れ
た
T
O
E
F
L
の
ス

コ
ア
に
は
届
い
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
が
、1
ヶ
月
の
語
学
研
修
を
受
講
す

る
条
件
で
入
学
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

※

T
O
E
F
L（T

estofEnglish
as

a
Foreign

Language

）

英
語
を
母
国
語
と
し
な
い
人
々
を
対
象
と

し
た
英
語
能
力
判
定
テ
ス
ト

準
備
は
ど
の
よ
う
に
進
め
た
の
で
す

か
?

小
林

シ
ラ
バ
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

T
O
E
F
L
対
策
に
な
り
そ
う
な
授

業
を
全
て
取
り
ま
し
た
。ま
た
、自
分

が
留
学
す
る
と
き
の
こ
と
を
想
像
し

な
が
ら
、タ
フ
ツ
大
学
か
ら
の
留
学
生

の
チ
ュ
ー
タ
ー
を
務
め
、日
本
で
生
活

す
る
手
助
け
を
し
ま
し
た
。留
学
生
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
、金
沢
大
学
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
留
学
し
た
先
輩
か
ら
も

情
報
を
集
め
、少
し
で
も
不
安
を
減
ら

す
よ
う
に
し
ま
し
た
。

西　

私
も
で
き
る
限
り
中
国
語
の
授

業
を
取
る
と
と
も
に
、中
国
人
留
学
生

の
チ
ュ
ー
タ
ー
を
務
め
、お
互
い
の
言

語
を
教
え
合
う
勉
強
会
を
週
に
2
回

行
い
ま
し
た
。ま
た
、日
本
や
金
沢
、金

沢
大
学
に
つ
い
て
留
学
先
で
紹
介
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
努
力
も
し

ま
し
た
。兼
六
園
の
料
亭
で
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
着
物
の
着
付
け
や
礼
儀
作

法
を
学
び
、大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
学
類
紹
介
の
ス
タ
ッ
フ
を

務
め
ま
し
た
。

者に聞く!
　世界を見つめ,世界をめざし留　学した学生は, その先で何を学び, 　世界を見つめ,世界をめざし留　学した学生は, その先で何を学び, 

どんな生活を送ったのでしょうか?派遣　留学したお二人にお話をうかがいました。どんな生活を送ったのでしょうか?派遣　留学したお二人にお話をうかがいました。

留
学
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
?

西　

教
養
科
目
の
ひ
と
つ
に
留
学
生

と
の
合
同
ゼ
ミ
が
あ
り
、そ
こ
で
留
学

生
と
交
流
を
持
つ
う
ち
に
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。1
年
の
夏
休
み

に
参
加
し
た
石
川
県
ユ
ネ
ス
コ
協
会

の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
、ベ
ト
ナ
ム

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
N
P
O
や
N
G
O

を
訪
問
し
た
こ
と
も
大
き
な
刺
激
と

な
っ
て
留
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

小
林

私
は
将
来
、実
際
に
英
語
を
話

せ
る
英
語
教
師
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
、「
生
の
英
語
に
触
れ
た

い
」と
い
う
の
が
一
番
の
理
由
で
し

た
。移
民
国
家
で
あ
り
な
が
ら
世
界
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
へ
の
憧

れ
も
あ
り
、ア
メ
リ
カ
で
英
語
の
勉
強

を
し
た
い
と
常
々
考
え
て
い
ま
し
た
。

留
学
先
は
ど
の
よ
う
に
選
び
ま
し
た

か
?

西　

留
学
先
で
の
学
費
が
免
除
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、派
遣
留
学
が
で
き

る
協
定
校
か
ら
選
び
ま
し
た
。も
と
も

三重県出身。経済学部経済学科3年。
2007年8月～2008年8月に
台湾師範大学に留学。

西 晴香 
NISHI Haruka

留
学
を
応
援
！

金
沢
大
学
の

サ
ポ
ー
ト
体
制

留
学
す
る
!
と
決
め
て
い
な
く
て

も
、興
味
が
あ
る
人
は
多
い
は
ず
。

金
沢
大
学
は
そ
ん
な
皆
さ
ん
を
応

援
し
ま
す
。

海外留学希望者のための奨学金制度はさまざま。国,自治体,
大学や多くの財団によって整備されており,本学でも「金沢大
学海外留学奨励費」の支給や日本学生支援機構への推薦を
行っています。

　　　　 金沢大学ホームページ 海外留学奨学金一覧
http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad_ryugaku/top/
kaigai_scholarship/default.htm

　　　　 日本学生支援機構ホームページ
http://www.jasso.go.jp/index.html

留学するには語学力の証明が必要。英語圏な
ら,TOEFLで要求されたスコアに達しなければい
けません。本学ではTOEFLや留学英語をテーマ
とした授業を開講しているほか,他言語に関しても,
外国語教育研究センターでの教材貸し出しや検定
試験の受験支援,夏季語学研修を実施しています。

    　　  金沢大学外国語教育研究センター
http://fl iwww.ge.kanazawa-u.ac.jp/

Check! 

Check! 
Check! 

サポートその1   外国語対策サポートその2   奨学金
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金沢大学生のための派遣留学の手引き
少しでも留学に興味があれば,ぜひ読んでほしい冊子。
派遣留学の流れや奨学金の情報,出発準備や各種手続
きについて詳しく書かれています。本部棟2階・学生部
前または各部局の学務係で取り寄せることができます。

　　　　  金沢大学生のための海外留学情報
http://www.ad.kanazawa-u.ac.jp/ad_ryugaku/top/
kaigai_ryugaku_jyoho.htm

留学経験
　世界を見つめ,世界をめざし留　学した学生は, その先で何を学び, 　世界を見つめ,世界をめざし留　学した学生は, その先で何を学び, 

どんな生活を送ったのでしょうか?派遣　留学したお二人にお話をうかがいました。どんな生活を送ったのでしょうか?派遣　留学したお二人にお話をうかがいました。

理
も
し
ま
し
た
け
ど
ね
。び
っ
く
り
し

た
の
は
公
共
バ
ス
。時
刻
表
と
い
う
も

の
が
な
く
、い
つ
バ
ス
が
来
る
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

留
学
を
と
お
し
て
得
た
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
は
?

西　

海
外
生
活
で
は
自
分
ひ
と
り
で

解
決
で
き
な
い
問
題
に
出
合
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。私
は
人
に
頼
る
こ
と
が

苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、留
学
時
に
は

数
え
切
れ
な
い
く
ら
い
の
親
切
に
助

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。素
直
に
助
け

を
求
め
る
こ
と
、そ
し
て
親
切
を
素
直

に
受
け
取
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

小
林

留
学
す
る
前
は
、現
地
の
人
々

に
同
化
す
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、ア
メ
リ
カ
で
は「
自
分
は

ど
う
思
う
か
」を
伝
え
る
こ
と
を
常
に

求
め
ら
れ
ま
し
た
。同
化
す
る
の
で
は

な
く
、自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
持

つ
必
要
が
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。精
神
的
・
人
間
的
に
大
き
く
成
長

で
き
た
、こ
れ
ま
で
の
人
生
で
最
も
充

実
し
た
1
年
で
し
た
。

だ
り
、中
間
・
期
末
審
査
ご
と
に
数
十

ペ
ー
ジ
の
論
文
を
書
い
た
り
と
大
変

で
し
た
。よ
り
多
く
の
言
語
を
学
ぼ
う

と
ス
ペ
イ
ン
語
の
授
業
も
取
っ
て
い

た
の
で
、と
に
か
く
忙
し
か
っ
た
で
す

ね
。日
本
語
コ
ー
ス
の
先
生
が
派
遣

留
学
生
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

現
地
で
の
生
活
は
ど
う
で
し
た
か
?

小
林

日
系
や
日
本
語
専
攻
の
現
地

学
生
た
ち
と
寮
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

平
日
は
課
題
に
追
わ
れ
図
書
館
通
い

で
し
た
が
、週
末
は
あ
ち
こ
ち
の
寮
で

開
か
れ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。地
下
鉄
や
自

転
車
で
ボ
ス
ト
ン
市
街
に
出
か
け
た

り
、冬
に
は
電
車
や
バ
ス
を
乗
り
継
い

で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
も
行
き
ま
し
た
。

西　

私
も
学
内
の
寮
住
ま
い
で
、台
湾

人
、ベ
リ
ー
ズ
人
と
3
人
で
ル
ー
ム

シ
ェ
ア
し
て
い
ま
し
た
。台
所
が
な

か
っ
た
の
で
外
食
が
中
心
で
し
た
が
、

自
炊
す
る
よ
り
も
安
い
く
ら
い
で
し

た
。時
に
は
コ
ン
ロ
を
持
ち
込
ん
で
料

留
学
先
で
の
学
業
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

西　

師
範
大
学
の
中
に
あ
る
、外
国
人

を
対
象
と
し
た
語
学
セ
ン
タ
ー
で
、中

国
語
・
中
国
文
化
を
学
び
ま
し
た
。留

学
当
初
の
ク
ラ
ス
は
欧
米
系
の
学
生

が
多
く
、普
段
の
会
話
が
英
語
中
心
に

な
っ
て
し
ま
い
苦
労
し
ま
し
た
。3
ヶ

月
に
1
回
、筆
記
・
リ
ス
ニ
ン
グ
・
発

音
の
試
験
に
よ
っ
て
ク
ラ
ス
替
え
が

あ
り
、自
分
の
上
達
に
合
っ
た
学
習
が

で
き
る
点
が
よ
か
っ
た
で
す
。師
範
大

学
に
は
経
済
学
部
が
な
く
、単
位
の
互

換
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、経
済

学
の
授
業
に
も
聴
講
生
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。金
沢
大
学
の
代
表
と
い
う

責
任
感
は
勉
学
の
励
み
に
な
り
ま
し

た
。

小
林

タ
フ
ツ
大
学
に
は
留
学
生
用

の
授
業
と
い
う
も
の
が
な
く
、自
分
で

選
ん
だ
授
業
を
現
地
学
生
と
一
緒
に

受
け
ま
し
た
。金
沢
大
学
で
の
専
攻
内

容
に
合
わ
せ
、言
語
・
文
学
系
の
も
の

が
中
心
で
し
た
が
、課
題
の
量
が
多

く
、毎
週
ひ
と
つ
の
文
学
作
品
を
読
ん

新潟県出身。文学部文学科4年。
2007年7月～2008年5月に
アメリカのタフツ大学に留学。

小林 隆 
KOBAYASHI 　Takashi

本部棟2階・学生部前に設けられてい
るのが「海外留学情報コーナー」。国
別の留学に関する書籍などを自由に
閲覧でき役立つ情報を収集できます。
貸し出しも行っていますので,留学に興
味がある人はのぞいてみよう!

Check! 

サポートその3   海外留学情報コーナーサポートその4   手引書

派遣留学についてのお問合せは学生部学務課留学生第一係へ!　 TEL:（076）264-5190   E-mail: ryukou@ad.kanazawa-u.ac.jp TEL:（076）264-5190   E-mail: ryukou@ad.kanazawa-u.ac.jp
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ア
ジ
ア
を
担
う〝
人
財
〞を
育
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
在
と
未
来

1
期
生
を
送
り
出
し
、ま
す
ま
す
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
金
沢
大
学
の「
ア
ジ
ア
人
財
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

そ
の
核
と
な
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
に
つ
い
て
、留
学
生
や
関
係
者
の
声
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

金
沢
大
学
ア
ジ
ア
人
財
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
格
始
動
！

留
学
生
が
参
加
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
は
、「
企
業
技
術
研
修
」と「
企

業
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
」の
2
種
類
。イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
田
村
和
弘
教
授

（
理
工
研
究
域
）は
、「
技
術
系
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
あ
る『
企
業
技
術

研
修
』は
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ

ア
に
な
る
部
分
で
す
」と
話
し
ま
す
。

「
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
」は
、企
業

戦
略
や
市
場
調
査
、コ
ス
ト
計
算
な

ど
の
実
務
体
験
。そ
れ
に
対
し
、「
企

業
技
術
研
修
」は
、〝
技
術
開
発
の
現

場
〞を
体
験
す
る
も
の
で
す
。

留
学
生
た
ち
は
、博
士
前
期
課
程

1
年
の
夏
休
み
や
後
期
の
約
3
ヶ
月

間
、北
陸
地
域
の
企
業
を
訪
れ
、コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
大
型
機
械
な
ど
、イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の
企
業
が
得
意
と

す
る
分
野
の
開
発
現
場
に
飛
び
込
み

ま
す
。商
品
の
分
析
や
評
価
、新
た
な

技
術
の
提
案
な
ど
、実
際
の
業
務
に

限
り
な
く
近
い
か
た
ち
で
進
行
す
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
と
お
し
て
、

留
学
生
は「
日
本
企
業
で
技
術
者
と

し
て
働
く
自
分
」を
疑
似
体
験
で
き

ま
す
。

　「
企
業
技
術
研
修
」は
、開
発
現
場

と
い
う
、い
わ
ば
企
業
の
中
枢
で
行

わ
れ
る
研
修
。そ
の
た
め
、留
学
生
は

事
前
準
備
も
綿
密
に
行
い
ま
す
。各

企
業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
大
学
に
招
い

て
北
陸
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
の
実

態
を
知
る「
地
域
企
業
研
究
」や
、特

定
の
企
業
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ「
地

域
企
業
概
論
」な
ど
を
受
講
し
、経
営

方
針
や
特
色
、そ
れ
を
支
え
る
中
核

技
術
を
理
解
し
ま
す
。自
分
の
研
究

テ
ー
マ
に
合
致
し
た
企
業
を
選
ぶ
こ

と
で
、実
の
あ
る
研
修
が
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、開
発
の
現
場
は「
企
業
秘

密
」に
触
れ
る
場
で
あ
っ
た
り
、さ
ま

ざ
ま
な
重
機
が
動
い
て
い
る
場
で

あ
っ
た
り
す
る
た
め
、知
的
財
産
や

安
全
管
理
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と

学
習
し
ま
す
。

「
事
前
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
も
、研
修

中
の
予
習
復
習
も
多
く
、一
般
的
な

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
比
べ
る
と
大

変
に
ハ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
」と
田

村
先
生
。終
了
後
に
実
施
さ
れ
た
成

果
報
告
会
で
は
、画
像
処
理
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

研
修
効
果
を
高
め
る
科
目
群

技
術
開
発
の
現
場
を
体
験

の
作
成
な
ど
専
門
性
の
高
い
報
告
が

な
さ
れ
、留
学
生
の
大
き
な
成
長
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
修
の
前
後
に
行
わ
れ
る
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、留
学
生

は
よ
り
深
く
企
業
を
理
解
し
、そ
の

業
務
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ

れ
は
ま
さ
に
も
の
づ
く
り
を
介
し
て

の
国
際
交
流
と
言
う
べ
き
も
の
で
す
。

12

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
留
学
生
は
、毎
年
10
月
に
来
日

し
、翌
年
3
月
ま
で
は
予
備
教
育

（
研
究
生
）と
し
て
、基
礎
的
な
日
本

語
力
の
修
得
と
専
攻
科
目
の
基
本

的
な
学
習
を
行
い
ま
す
。日
本
の
大

学
院
で
学
ぶ
た
め
の
素
地
を
養
っ

た
あ
と
、4
月
に
博
士
前
期
課
程
に

入
学
し
、2
年
間
の
大
学
院
教
育
が

始
ま
り
ま
す
。

入
学
後
は
、専
門
教
育
と
総
合
日

本
語
教
育
の
授
業
を
並
行
し
て
受

講
。夏
休
み
・
春
休
み
は
休
暇
返
上

で「
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
」を
履
修
・

修
得
し
ま
す
。ま
た
、夏
休
み
以
降

に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
年
間
で
取
得
す
る
単
位
は
修
士

論
文
を
含
め
42
。限
ら
れ
た
時
間
の

な
か
で
最
大
限
の
効
果
を
挙
げ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
年
６
ヶ
月
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

体
系

専門教育

総合日本語教育

ビジネス日本語

地域企業概論

地域企業研究

企業技術研修（インターンシップ）

ビジネス基礎論

企業ビジネス研修（インターンシップ）

MOT技術マネージメント基礎論

MOTニュービジネス創造論

MOT地域ビジネス論

金沢大学に
おける教育

企業技術編

専門教育

教育の大枠 実施体制 具体的な教育内容 予備教育　１年前期　  夏休み 　１年後期   　春休み  　２年前期　 夏休み　  ２年後期

地域企業との
産学連携に
よ る 教 育日本ビジネス

に関する教育

日本語教育
日本文化教育

開講スケジュール

も
の
づ
く
り
を
介
し
た
国
際
交
流

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

理工研究域

田村 和弘教授



　

携
帯
電
話
で
の
雑
音
の
軽
減

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
機
械
で
使
わ

れ
て
い
る「
表
面
弾
性
波
フ
ィ
ル

タ
」の
耐
電
力
性
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
び
ま
し
た
。

専
門
的
な
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、日

本
の
会
社
の
運
営
方
法
や
、お
客

さ
ま
へ
の
対
応
、職
場
で
の
人
と

の
付
き
合
い
方
な
ど
、大
学
だ
け

で
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
数
多

く
学
ん
だ
研
修
で
し
た
。

　

ま
た
、日
本
語
で
実
験
結
果
の

レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
り
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
し

た
お
か
げ
で
、「
ビ
ジ
ネ
ス
日
本

語
」も
上
達
し
ま
し
た
。
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
精
密

な
鋼
板
の
運
搬
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

る
研
究
を
課
題
と
し
ま
し
た
。企

業
内
の
実
験
だ
け
で
な
く
事
前
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
事
後
検
証
な

ど
、単
に
職
場
体
験
に
終
わ
ら
な

い
有
意
義
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
」の
授
業
で

は
、「
自
動
車
産
業
の
構
造
」や「
市

場
の
分
析
」な
ど
難
し
い
言
葉
を

使
い
な
が
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。日
常
の
生
活
で

は
あ
ま
り
使
わ
な
い
言
葉
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、就
職
後
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
も
、も
っ
と

勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
魅
力
は
？

参
加
留
学
生
に
聞
く
！

進
出
を
図
っ
て
い
ま
す
。そ
の
動
き

を
後
方
支
援
す
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、関
係
者
の
大
き
な
期
待
を

集
め
て
い
ま
す
。

留
学
生
の
受
け
入
れ
か
ら
教
育
、

企
業
体
験
ま
で
の
流
れ
は
一
定
の

効
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
企
業
か
ら
も

「
日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
十
分
に
で
き
、意
欲
も
高
く
現

場
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
」と
の

評
価
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

1
期
生
は
既
に
地
元
の
企
業
で

活
躍
し
て
お
り
、2
期
生
は
現
在
就

職
活
動
中
。留
学
生
の
就
職
に
詳
し

い
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
招

い
た
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
面
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
今
後
の
課
題
は
、

留
学
生
の
就
職
支
援
、す
な
わ
ち

「
出
口
」を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
。今
後
増
加
が
予
想
さ
れ
る
留

学
生
に
対
す
る
就
職
支
援
は
、大
学

全
体
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
の
留
学
生

が
本
学
で
学
び
、〝
人
財
〞と
し
て
世

界
中
で
活
躍
す
る
。そ
の
未
来
に
向

け
て
、ア
ジ
ア
人
財
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

（
2
0
0
9
年
2
月
取
材
）

単
な
る
職
場
体
験
に
終

わ
ら
な
い
有
意
義
な
内

容

大
学
だ
け
で
は
得
ら

れ
な
い
こ
と
を
数
多

く
学
び
ま
し
た
。

地
域
と
世
界
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
未
来

留学生就職支援セミナー

金沢大学アジア人財育成プロジェクト本格始動 !  

「
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
産
学

官
連
携
の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら

も
先
駆
的
な
体
制
で
す
」と
語
る
の

は
、財
団
法
人
石
川
県
産
業
創
出
支

援
機
構（
I
S
I
C
O
）の
豊
原
菊

生
専
務
理
事
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、実
施
主
体
の
金
沢
大
学
に
加

え
、経
済
産
業
省
と
の
折
衝
な
ど
を

支
援
す
る
I
S
I
C
O
、ビ
ジ
ネ
ス

日
本
語
を
本
学
と
と
も
に
開
発
指

導
す
る
石
川
県
国
際
交
流
協
会
、そ

し
て
県
商
工
労
働
部
な
ど
多
方
面

に
わ
た
る
機
関
と
の
連
携
に
よ
り

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
地
域
の

産
業
構
造
で
す
。石
川
県
は
建
設
機

械
や
産
業
用
プ
レ
ス
装
置
な
ど
の

工
作
機
器
を
製
造
す
る
機
械
メ
ー

カ
ー
が
集
積
し
て
お
り
、ま
た
、電

気
機
械
分
野
で
も
情
報
関
連
機
器

の
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
企
業
や
世
界
的

な
ブ
ラ
ン
ド
を
も
つ
企
業
が
あ
り

ま
す
。シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
企
業
の
数
は

東
京
、大
阪
に
次
い
で
国
内
第
3

位
。全
国
屈
指
の「
も
の
づ
く
り
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
」を
形
成
し
て
い
る

の
で
す
。

そ
れ
ら
の
企
業
の
多
く
が
、中

国
、タ
イ
、韓
国
、ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の

ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
海
外
へ
の

都
ト

 海
カイザン

山さん

多
方
面
か
ら
の
期
待
を

背
負
っ
て

出
口
の
充
実
を
め
ざ
す

出身:青海省（中国）
専門:電子情報工学 適応システム理論

胡
コ

 潔
ケツ

さん
出身:江蘇省（中国）
専門:電子情報工学 電子物理

財団法人 石川県産業創出支援機構

豊原 菊生専務理事



2位 

照
明
や
家
電
製
品
の

　

 

こ
ま
め
な
消
灯    

3位 

洗
濯
の
ま
と
め
洗
い

　
  

冷
暖
房
機
器
の

適
正
温
度
設
定   

5位 
裏
紙
の
利
用　
　
　

 
6位 
自
転
車
、徒
歩
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用

1
0
0
円
バ
ス
の
利
用

「
ゴ
ミ
の
分
別
」「
照
明
や
家
電
製
品
の

こ
ま
め
な
消
灯
」な
ど
、取
り
組
み
や

す
い
も
の
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
の
も
一
つ
の
手
で
す
。少
数
回
答
な

が
ら「
地
元
食
材
の
購
入
」が
あ
り
ま

し
た
。食
材
の
輸
送
で
C
O

2
が
排
出

さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、地
元
の
も

の
を
買
う
こ
と
も
エ
コ
に
つ
な
が
る

ん
で
す
ね
。

Q2

Q1

Q3

Q4Q4Q

アカンサスポータルを使って，アカンサスポータルを使って，
金大生のエコ度チェック金大生のエコ度チェック金大生のエコ度チェック!

「エコ「エコWebアンケート」

2位 

ホ
ッ
か
る
弁
当   

（
81
票
）

3位 

学
生
リ
ユ
ー
ス
市 

（
59
票
）

4位 

は
よ
う
帰
り
ま
っ
し
日（
55
票
）

5位 

キ
ャ
ン
パ
ス
緑
化
運
動（
46
票
）

6位 

太
陽
光
発
電　

  　

   

（
38
票
）

7位 

風
力
発
電　
　
　

     

（
13
票
）

8位 

6
月
の
環
境
月
間    

（
2
票
）

角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
と
周
辺
地
域
を
結

ぶ「
1
0
0
円
バ
ス
」は
、2
0
0
8
年

度
利
用
者
実
績
で
累
計
3
4
1
0
8

8
人（
2
0
0
9
年
2
月
末
現
在
）。公

共
交
通
機
関
を
使
う
こ
と
で
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

「
ホ
ッ
か
る
弁
当
」は
食
べ
終
わ
る
と

シ
ー
ト
を
は
が
し
て
セ
ロ
ハ
ン
部
分

と
紙
部
分
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
、回

収
場
所
へ
返
却
す
る
と
10
円
が
も

ど
っ
て
き
ま
す
。

ここ数年「地球温暖化」「省エネ」「COここ数年「地球温暖化」「省エネ」「CO2削減」という言葉をよく耳にする
ようになりました。世界規模で進められているエコ活動について，金大ようになりました。世界規模で進められているエコ活動について，金大
生はどのように感じているのでしょうか。生はどのように感じているのでしょうか。

□ アンケート期間:2009年1月28日～2月24日
□ 回答者:114名

1位 

多
少
あ
る  

（
61
票
）

アカンサスポータルとは?
金沢大学が提供する学生支援システムです。教員と学生全員にIDが発行され,サイ
トの電子掲示版やメッセージ機能を使ったコミュケーション,授業での配布資料
の共有,自らの成長が実感できる授業活動記録などが行われています。

エ
コ
に
興
味
・
関
心

は
あ
り
ま
す
か
?

2位 

大
い
に
あ
る 　
　
（
29
票
）

3位 

あ
ま
り
な
い 　

   

（
14

4位 

全
く
な
い             

（
2

「
多
少
あ
る
」「
大
い
に
あ
る
」が
大
半

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、ほ
と
ん
ど

の
学
生
が
興
味
・
関
心
が
あ
る
よ
う
で

す
。た
だ
、「
エ
コ
」と
い
え
ば
、今
ま
で

の
よ
う
な
便
利
で
快
適
な
生
活
と
は

必
ず
し
も
一
致
し
な
い
部
分
も
…
。み

ん
な
、具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
?

日
ご
ろ
行
っ
て
い
る

エ
コ
活
動
は
?

1位 

ゴ
ミ
の
分
別

1位  

マ
イ
バ
ッ
グ
の

　

利
用　
　

 

（
28
票
）

こ
れ
か
ら

や
っ
て
み
た
い

エ
コ
活
動
は
?

2位 

マ
イ
箸
や
マ
イ
ボ
ト
ル
、

   

マ
イ
水
筒
の
利
用 

（
27
票
）

3位 

地
元
食
材
の
購
入  

（
23
票
）

4位 

照
明
や
家
電
製
品
の
こ
ま
め 

    
 

な
消
灯 　

            

（
19
票
）

石
川
県
で
は
6
月
か
ら
レ
ジ
袋
が
有

料
化
さ
れ
る
予
定
。マ
イ
バ
ッ
グ
は
必

要
不
可
欠
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
い
く
と
ポ
イ

ン
ト
を
加
算
し
て
く
れ
る
お
店
も
あ

り
ま
す
。最
近
は
お
し
ゃ
れ
な
も
の
や

個
性
的
な
も
の
登
場
し
て
い
る
の
で
、

お
気
に
入
り
の
一
つ
を
探
す
の
も
楽

し
い
で
す
よ
。

金
沢
大
学
の
環
境
活
動

（
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
）で

知
っ
て
い
る
も
の
は
?

1位 

1
0
0
円
バ
ス（

95
票
）

大学生協で販売されている折りたたみマイバック

※
複
数
回
答

※
複
数
回
答

※
複
数
回
答

（
86
票
）

（
66

（
65
票
）

（
65
票
）

（
60
票
）

（
56
票
）

（
56



eco-NEWSフィルムをはがすだけ。
洗う手間が省け,水も
汚さない！

Q5

151515

エコWebアンケート

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
が
さ
ら
に
進
化

「
リ
・
リ
パ
ッ
ク
」登
場
！

新
し
く
登
場
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
容

器「
リ
・
リ
パ
ッ
ク
」。使
い
終
わ
っ

て
回
収
さ
れ
た
ト
レ
ー
は
同
じ
容

器
と
し
て
再
生
・
再
資
源
化
さ
れ

る
た
め
、ゴ
ミ
の
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。回
収
に
協
力
す

る
と
、「
ホ
ッ
か
る
弁

当
」と
同
じ
く
デ
ポ

ジ
ッ
ト（
預
か
り
金
）

の
10
円
が
返
却
。エ

コ
で
お
得
な
リ
サ

イ
ク
ル
に
協
力
し
ま

し
ょ
う
!

2位 

あ
ま
り
思
わ
な
い
（
33
票
）

3位 

非
常
に
思
う     

（
6
票
）

4位 

ま
っ
た
く
思
わ
な
い
（
5
票
）

金
沢
大
学
で
は「
金
沢
大
学
環
境
方

針
」に
基
づ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。学

生
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
が
、

本
学
の
こ
れ
か
ら
の
環
境
活
動
を
よ

り
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
!

金
沢
大
学
は

エ
コ
に
積
極
的

だ
と
思
う
?

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」が
キ
ー
ワ
ー
ド

「
環
境
の
現
場
に
学
ぶ
」が
開
講

2
0
0
9
年
度
の
共
通
教
育
科
目
に
、西

山
宣
昭
教
授（
大
学
教
育
開
発
・
支
援
セ
ン

タ
ー
）の「
環
境
の
現
場
に
学
ぶ
」が
開
講
し

ま
し
た
。授
業
で
は
、金
沢
市
環
境
局
の
全
面

的
な
協
力
の
も
と
、市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
や
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、ゴ

ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
下
水
・
汚
泥
処
理
の
工

程
を
見
学
。自
分
た
ち
で
設
定
し
た
テ
ー
マ

に
基
づ
い
て
調
査
を
行
う
、主
体
的
な
環
境

学
習
の
場
と
な
り
ま
す
。座
学
で
は
味
わ
え

な
い
臨
場
感
が
魅
力
で
す
。

   

例
え
ば
こ
ん
な
調
査
が
で
き
ま
す 

○
ご
み
を
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
際
に

　

排
出
さ
れ
る 

C
O

2
の
量
は
？

○
リ
サ
イ
ク
ル
の
コ
ス
ト
は
ど
れ
く
ら

　

い
?

○
ゴ
ミ
を
分
解
す
る
微
生
物
サ
ン
プ
ル

　

の
観
察

○
試
験
管
レ
ベ
ル
で
の
汚
濁
物
処
理
な

　

ど
の
簡
単
な
実
験

Webからもチェック!
●金沢大学環境報告書2008 
http://www.ad.kanazawa-u.ac.jp/ad_sisetu/
kannkyouka/kankyo/2008.pdf

【エコ豆知識】
知ってる? 基礎知識
  その1  CO CO2排出量ってどうやって計算するの?
  使用されるエネルギーごとに「排出係数」というものが
設定されており,「エネルギー消費量×排出係数=CO2排
出量（単位:kgCO2）」となります。係数には地域差や時期
による見直しもありますが、電気なら0.457kgCO2/kWh,
ガスなら2.328kgCO2/m3という値が広く使われています。

  その2 いちばん電力を消費する家電製品は?
  エアコン（25.2%）,冷蔵庫,照明器具（ともに16.1%）の3
種類で,家庭での電力消費の半分以上（57.4%）を占めて
しまいます。省エネ効果を高めるには,これら消費電力量
の多い家電製品を賢く使うことが大切ですね。

実践しよう! 家庭で省エネ
  その1 エアコンを適正温度に!
  エアコンの設定温度を,夏は27℃から28℃,冬は21℃から
20℃へと「適正温度」に変えたとしましょう。ほんの1℃の
違いですが,その省エネ効果は,夏【電気代:670円 CO2削
減量:12.4kg】,冬【電気代:1,170円 CO2削減量:21.8kg】に
もなります。

  その2 ふんわりアクセルで安全&エコ
  車の運転中,もっともガソリンを消費するのが発進直後
の加速。そこで「ふんわりアクセル」がオススメです。加速
を“5秒間で20km/h”を目安に抑えれば,年間の省エネ効
果は【ガソリン代:11,370円 CO2削減量:194kg】!そのうえ
事故の危険まで減らせます。

出典：家庭の省エネ大辞典2008年版
（資源エネルギー庁,財団法人省エネルギーセンター）
http://www.enecho.meti.go.jp/policy/saveenergy/data/katei.pdf

「もっと詳しく知りたい」人は

●環境省ホームページ   http://www.env.go.jp/
●全国地球温暖化防止活動推進センターホームページ 
　http://www.jccca.org/

1位 

ど
ち
ら
か
と

　

言
え
ば
思
う（

61
票
）
　

卒業生から提供された家具や家電製品を新入生に格安
で販売するリユース市。毎年，多くの人で賑わうイベント

自然科学研究棟の屋上には太陽光発電システムを設置。
案内パネルには日射量や発電量が表示される

自然科学本館入口に設置
されている風力発電装置

金沢大学
エコアクション2008



渡辺 大樹さん
プロフィール
1980 年生まれ。神奈川県出身。
大学時代に属していたヨット部
で培った精神「やるだけやって
もまだできる」がモットー。バ
ングラデシュでは , 金沢大学で
知り合った留学生の実家に家族
の一員として迎え入れられる。

と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
将
来
に
つ
い

て
意
見
を
ぶ
つ
け
合
っ
た
。

 

時
に
は
喧
嘩
に
な
る
ほ
ど
濃
密
な
や

り
取
り
の
中
、か
け
が
え
の
な
い「
仲

間
」と
、ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
を

支
援
す
る
と
い
う
、渡
辺
さ
ん
の
決
意

を
実
現
す
る
組
織「
エ
ク
マ
ッ
ト
ラ
」

の
原
型
が
そ
こ
で
生
ま
れ
た
。

エ
ク
マ
ッ
ト
ラ
の
活
動

路
上
に
住
む
子
ど
も
た
ち
に
も
親

が
い
る
。物
乞
い
や
物
売
り
、ゴ
ミ
拾

い
が
で
き
る
彼
ら
は
大
事
な
収
入
源
。

そ
ん
な
考
え
を
持
ち
、子
ど
も
を
教
育

か
ら
遠
ざ
け
る
親
の
説
得
が
、エ
ク

マ
ッ
ト
ラ
最
初
の
活
動
だ
っ
た
。

当
初
は
相
手
に
も
さ
れ
ず
、大
勢
で

囲
ま
れ
て
脅
さ
れ
る
こ
と
す
ら
あ
っ

た
が
、日
々
熱
心
に
説
得
す
る
渡
辺
さ

ん
た
ち
の
姿
に
、彼
ら
も
心
を
開
い
て

い
っ
た
。「
子
ど
も
を
自
分
と
同
じ
目

に
遭
わ
せ
た
く
な
い
。で
も
、具
体
的

に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
」。そ
ん
な
本
音
も
、聞
か
せ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

親
の
理
解
を
得
て
始
ま
っ
た
活
動

は
、公
園
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
た

だ
け
の「
青
空
教
室
」。や
が
て
、子
ど

も
た
ち
の
家
で
あ
り
、規
則
正
し
い
集

団
生
活
を
身
に
つ
け
る
場
と
な
る「
シ

ェ
ル
タ
ー
ホ
ー
ム
」の
設
立
に
ま
で

至
っ
た
。

「
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、

エ
ク
マ
ッ
ト
ラ
で
変
わ
っ
て
い
く
子

ど
も
た
ち
の
姿
で
し
た
」と
渡
辺
さ
ん

は
振
り
返
る
。異
国
の
地
で
す
べ
て
が

手
探
り
。「
本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
か

?
」と
自
問
し
な
が
ら
の
活
動
も
、子

ど
も
た
ち
が
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、自

信
を
取
り
戻
し
て
い
く
姿
を
目
に
す

る
こ
と
で「
こ
れ
で
い
い
ん
だ
」と
い

う
確
信
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

格
差
の
な
い
世
界
へ
の
架
け
橋
に

海
を
渡
っ
た
当
初
、渡
辺
さ
ん
に
明

確
な
プ
ラ
ン
は
何
も
な
か
っ
た
。「
私
、

あ
な
た
、1
・
2
・
3
」が
知
っ
て
い

る
ベ
ン
ガ
ル
語
の
す
べ
て
だ
っ
た
。し

か
し
、タ
イ
で
受
け
た
衝
撃
が
自
分
の

中
で
大
き
な
軸
と
な
り
芯
と
な
っ
て

し
っ
か
り
と
根
付
い
て
お
り
、そ
れ

が
、異
国
の
地
で
も
迷
う
こ
と
な
く
前

へ
前
へ
と
進
ま
せ
て
く
れ
る
原
動
力

と
な
っ
て
い
た
。

エ
ク
マ
ッ
ト
ラ
と
は
ベ
ン
ガ
ル
語

で「
み
な
が
共
有
で
き
る
一
本
の
線
」

と
い
う
意
味
だ
。そ
こ
に
は
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
に
横
た
わ
る
大
き
な
経
済

的
・
社
会
的
格
差
を
乗
り
越
え
て
、平

等
な
社
会
へ
の
架
け
橋
に
な
る
と
い

う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

2
0
0
9
年
、エ
ク
マ
ッ
ト
ラ
は
新

た
に
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上

げ
、ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
社
会

復
帰
を
手
助
け
す
る
。

「
ゆ
く
ゆ
く
は
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

収
入
源
を
確
保
し
、運
営
を
現
地
の
人

た
ち
に
任
せ
た
い
で
す
ね
」。

渡
辺
さ
ん
は
今
日
も
、バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
子
ど
も
た
ち
に
希
望
を
与
え

続
け
て
い
る
。

エクマットラホームページ
http://www.ekmattra.org/
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Graduate Interview
卒業生インタビュー

青空教室の風景

子
ど
も
た
ち
と
の
出
会
い

路
上
で
生
活
す
る
子
ど
も
た
ち
。渡

辺
さ
ん
は
、大
学
で
4
年
間
打
ち
込
ん

だ
ヨ
ッ
ト
部
の
活
動
を
と
お
し
て
彼

ら
に
出
会
っ
た
。2
0
0
1
年
12
月
、

ヨ
ッ
ト
の
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ
た

タ
イ
で
、ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
服
を
着
た
ひ

と
り
の
男
の
子
が
、2
階
建
て
バ
ス
に

乗
っ
た
渡
辺
さ
ん
を
、じ
っ
と
見
上
げ

て
い
た
の
だ
。

「
彼
と
目
が
合
っ
た
瞬
間
、稲
妻
の

よ
う
な
衝
撃
が
体
を
突
き
抜
け
て
い

き
ま
し
た
」。子
ど
も
た
ち
は
、何
か
を

失
敗
し
て
路
上
生
活
者
に
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。そ
し
て
、自
分
は
何
か
を

成
し
遂
げ
て
彼
ら
を
見
下
ろ
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
と
自
分
。両
者
を
分
け

た
の
は
努
力
で
は
な
い
。生
ま
れ
た
瞬

間
か
ら
あ
る「
格
差
」だ
。渡
辺
さ
ん
は

そ
の
事
実
に
愕
然
と
し
た
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
の
挑
戦

帰
国
後
も
そ
の
衝
撃
は
消
え
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。年
が
明
け
て

2
0
0
2
年
、渡
辺
さ
ん
は
再
び
海

を
渡
る
。大
学
を
卒
業
し
て
3
ヵ
月

後
、向
か
っ
た
先
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

だ
っ
た
。

渡
航
後
、ま
ず
現
地
の
言
語「
ベ
ン

ガ
ル
語
」を
学
び
始
め
た
。子
ど
も
た

ち
に
教
え
る
立
場
に
な
る
た
め
、完
璧

な
習
得
を
め
ざ
し
、毎
日
10
〜
20
件
の

露
天
の
茶
屋
を
巡
り
、世
間
話
の
輪
に

入
っ
て
、基
本
的
な
言
葉
を
学
ん
だ
。

そ
し
て
、よ
り
高
度
な
ベ
ン
ガ
ル
語
を

マ
ス
タ
ー
す
る
た
め
ダ
ッ
カ
大
学
に

入
学
。学
業
の
か
た
わ
ら
、学
生
た
ち

NGOエクマットラ顧問

渡辺 大樹
WATANABE Hiroki

インドと国境を接する南アジアの国バングラデシュ。しばし

ば「アジアの最貧国」と表現されるこの国で，ストリートチ
ルドレンたちを支援するNGO「エクマットラ」を興し，現在 ，
その顧問として活動する日本人がいる。渡辺大樹さん，本学
文学部史学科の卒業生だ。



卒業生インタビュー / サークル紹介
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4.

子どもたちからもらう感動と達成感

子ども会サークル「つみき」
「つみき」は,毎週土曜に小立野公園や入

江公園で小学生の子どもたちと,おにごっ
こや,ドッチボール,サッカーなど,遊びを
とおして交流を深めているサークルだ。
週2回の定例会には,毎回,メンバー全員が
出席するなど，活発に活動している。

昨年12月,金沢市武蔵の宗林寺講堂で
行われた文化祭「ツミティバル」では,お化
け屋敷,イライラ棒たおし,サンドウィッ
チ作り,ダンス,劇に挑戦した。当日は30
名の子どもが参加し,大盛況だった。3月
の「6年生を送る会」では,メンバーといっ
しょに歌った歌に子どもたちが号泣。感
謝の手紙を朗読してくれるという嬉しい
サプライズもあった。そんなとき「企画や
準備など,すべての苦労を忘れ,本当にこ
のサークルに入ってよかったと実感しま
す」と語るのは,石塚優香さん（教育学部4
年） 。教員をめざし,日ごろ子どもたちと
接しているが,この経験が自信につなが
り,教員になる意欲が増した。また,子ども
たちと交流するうちに,一緒に遊ぶことの

魅力にとりつかれ,いつの間にかお互い信
頼関係が生まれるまでになったという。

毎年,ゴールデンウィークに行われる同
窓会では,中学生となった子どもたちも参
加する。久しぶりに会って,礼儀が身に付
き、立ち振る舞いが大人らしくなった様
子を見て,「驚く反面,とても嬉しい」と部
長の槙 文

ふみまさ
子を見て,「驚く反面,とても嬉しい」と部

ふみまさ
子を見て,「驚く反面,とても嬉しい」と部

将さん（工学部3年）は語った。

「つみき」の活躍はここで!
●http://tsumiki.nobody.jp/

「フリ*フリ」の由来について,「毎週
金曜に活動することから，FRIDAY・
FRIENDSの頭をとったのではないか」
と話すのは,部長の田辺貴之さん（理学部
3年）。ここでは、毎年夏休みに小学生を募
集して,一緒に2泊3日の旅行に行くとい
う一大イベント「J・ホス（ジュニアホステ
リング）」を企画・運営している。
「J・ホス」の準備は3 ヶ月以上前から。

ポスターを作成し,各小学校から参加者を
募集。安全面から公共交通機関を利用す
るため,時刻表や路線図を徹底的に調査す
る。体験プログラムを含め周到な準備を
経てようやく当日を迎えるという。

昨年の行き先は飛騨高山。20名ほどの
小学生が参加した。お互い打ち解けるま
でに少し時間はかかったものの,鍾乳洞で
フローストーン（流れ石）に感動したり,万
華鏡を作って楽しんだり,花火をしたり
と,充実した時間を過ごした。

準備は万全のつもりでも,アレルギー体
質の子どもへの対応に悩むなど予想外の

出来事もあった。幸い,子ども自身の機転
で解決することができたが,そんな「子ど
もからの学び」こそがこのサークルの魅
力だ。「日ごろ接することのない小学生た
ちと過ごすことで,自分たちのころと同
じところ,違うところを発見できます」と
語るのは伊東菜々子さん（法学部3年）。子
どもの目線に立つことで,自らの視野が
広がる。そんな成長を実感しているのだ。

「フリ*フリ」の活躍はここで!

●http://x47.peps.jp/frifri09/

写真上：夏祭りのお面づくり　写真下：子どもたちとのドッチボール

遊びをとおして,発見,学ぶ!

子どもたちとともに
成長するサークル特集
現在,金沢大学には,文化系サークルが40,体育系サークルが41あり,

2,500名以上の学生が所属しています。
http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad_gakusei/student/club/

ジュニアホステリングで，
思い出の残る夏休みを

ユースホステルサークル「フリ*フリ」

サークル
          紹介

子どもたちといっしょに万華鏡づくり

全員で記念写真







金沢大学同窓会情報
A l u m n i  a s s o c i a t i o n  i n f o r m a t i o n

● 卒業生向けホームページ
http://www.kanazawa-u.ac.jp/internal/graduate/index.html

■ 法・経・文同窓会  TEL(076)264-1667（同窓会事務局）
■ 教育学部同窓会  TEL(076)264-5081（学友支援室気付）
■ 理学部同窓会連絡会TEL(080)1620-8154（（財）豊田理化学研究所気付）
■ 医学部十全同窓会  TEL(076)265-2132
■ 医学部保健学科
　 つるま同窓会  TEL(076)265-2504
■ 薬学同窓会  TEL(076)260-6366
■ 金沢工業会  TEL(076)264-0482
■ 四高同窓会  TEL(076)262-5464（石川四高記念文化交流館内）

同窓会の人的ネットワークを活用し,有意義な人生を

［金沢大学同窓会連絡協議会参加の同窓会］

20

総合大学として,長い歴史と伝統を誇る金沢大学は,多方面で活躍する数多くの卒
業生を輩出しています。そのため,同窓会での出会いや再会は,質の高い人的ネット
ワークを構築するまたとない機会となっています。
金沢大学同窓会連絡協議会では,卒業生の連携強化を目標として,同窓会への加入促
進や各同窓会報の発行支援,行事の協力などの活動を行っています。

卒業学部を超え,日本各地で交流が進む

〔事務局〕 金沢大学学友支援室
〒920-1192 石川県金沢市角間町

TEL：076-264-5081 FAX：076-234-4021
E-mail：gakuyu@ad.kanazawa-u.ac.jp

第
6
7
0
回
「
北
の
都
会
」月
例
会

第
6
7
1
回
「
北
の
都
会
」月
例
会

金
沢
工
業
会
支
部
長
・
代
表
理
事
合
同

会
議

平
成
20
年
度
金
沢
工
業
会
近
畿
支
部

総
会
・
特
別
講
演
会
お
よ
び
懇
親
会

平
成
20
年
度
金
沢
工
業
会
東
海
支
部

総
会
・
講
演
会
お
よ
び
懇
親
会

第
6
7
2
回
「
北
の
都
会
」月
例
会

平
成
20
年
度
金
沢
工
業
会
石
川
支
部

総
会
・
特
別
講
演
会
お
よ
び
懇
親
会

金
沢
工
業
会
主
催「
卒
業
祝
賀
会
」

教
育
学
部
体
育
科
同
窓
会
60
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会

法
経
文
学
部
同
窓
会
理
事
会
・
懇
談
会

「
四
高
桜
」（
四
高
ボ
ー
ト
部
遭
難
時
に

琵
琶
湖
湖
岸
に
植
え
ら
れ
た
桜
）の
子

孫
を
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
に
植
樹

「
薬
学
同
窓
会
」は
1
9
6
4（
昭

和
39
）年
に「
金
沢
大
学
薬
友
会
」と

し
て
発
足
し
た
、45
年
の
歴
史
を
持

つ
同
窓
会
で
す
。

2
0
0
1（
平
成
13
）年
ま
で
は
、

は
薬
学
部
長
が
会
長
を
務
め
て
い
ま

し
た
が
、母
校
の
在
学
生
、教
職
員
に

対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
た
め
会
員

で
あ
る
卒
業
生
の
中
か
ら
会
長
を
選

出
す
る
こ
と
と
な
り
、同
時
に「
金
沢

大
学
薬
学
同
窓
会
」と
名
称
を
変
更

し
ま
し
た
。

同
会
は
会
員
数
が
約
5
0
0
0

名
、14
の
支
部
で
構
成
さ
れ
、特
に
卒

業
生
の
多
い
支
部
で
は
、「
金
沢
大
学

薬
学
石
川
同
窓
会
」な
ど
地
区
の
名

称
を
入
れ
た
地
区
同
窓
会
と
し
て
、

活
発
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
本
部
の
活
動
と
し
て
、毎

年
5
月
第
3
土
曜
日
に
、理
事
会
・
総

会
・
懇
親
会
を
開
催
。2
0
0
8
年
総

会
に
お
い
て
、辻 

彰
氏（
1
9
6
6

年
卒
・
金
沢
大
学
名
誉
教
授
・
学
長
特

別
補
佐
）が
、第
三
代
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
。

総
会
の
中
で
は
、財
政
面
に
お
い

て
近
年
目
減
り
の
傾
向
に
あ
る
こ

と
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、終
身
会

費
の
見
直
し
や
、薬
友
会
会
誌（
年
1

回
発
行
）の
簡
素
化
、そ
れ
に
伴
っ
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
充

実
と
最
新
情
報
の
発
信
な
ど
、新
し

い
視
点
を
も
と
に
、こ
れ
ま
で
以
上

に
会
員
に
対
す
る
支
援
体
制
を
整
備

し
て
い
く
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。ま
た
、角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
自
然

科
学
本
館
に
あ
る
ア
ル
ミ
ニ
ル
ー
ム

に
同
窓
会
事
務
所
を
設
置
す
る
こ
と

を
決
定
。会
員
の
中
か
ら
専
任
事
務

員
を
配
置
し
、情
報
の
収
集
、総
会
準

備
、会
誌
発
行
、名
簿
の
管
理
、支
部

と
の
連
絡
な
ど
の
事
務
業
務
を
一
括

し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

さ
ら
に
2
0
0
9
年
5
月
か
ら

は
、総
会
・
懇
親
会
の
会
場
を
、金
沢

市
内
の
ホ
テ
ル
か
ら
自
然
科
学
研

究
科
棟
と
学
内
レ
ス
ト
ラ
ン「
す
み

れ
亭
」へ
変
更
。教
職
員
や
在
学
生
が

参
加
し
や
す
い
場
所
で
あ
る
こ
と
か

ら
、会
員
で
あ
る
卒
業
生
と
の
交
流

が
よ
り
深
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。懇
親
会
後
は
学
部
や
研
究
室

ご
と
の
同
窓
会
も
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。

現在の薬学部校舎内(自然科学1号館)　　　　　　　　　　　第三代会長・辻 彰氏

躍
進
と
充
実
に
向
け
て
、

2
0
0
8
年
に

事
業
内
容
を
一
新
!

薬
学
同
窓
会

●金沢大学薬学同窓会ホームページ
http://www.p.kanazawa-u.ac.jp/about/alumni.html

薬
学
同
窓
会
総
会

医
学
部
十
全
同
窓
会
総
会

○
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

1/72/42/21 2/72/283/43/143/233/283/28 3/28
5/167/4

A
c

 tiv
it

y
 r

e
p

o
r

t

活
動
報
告 

2
0
0
9  

01
〜

03



金沢大学同窓会情報／DATA NOTE

D
A
T
A

 N
O

T
E

D
A
T
A

 N
O

T
E

D

21

3
月

金
沢
市
と
連
携
協
定
を
締
結

〔
2
0
0
8
〕

12
月

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
機
構
・

福
間
剛
士
特
任
准
教
授
が
日
本
生
物

物
理
学
会
第
4
回
若
手
奨
励
賞
を
受

賞「
周
波
数
変
調
原
子
間
力
顕
微
鏡
に
よ
る

モ
デ
ル
生
体
膜
上
に
形
成
さ
れ
た
水
和
層

の
分
子
分
解
能
観
察
」の
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

12
月

附
属
幼
稚
園
の
池
田
三
津
子
副
園
長

が「
平
成
20
年
度
教
育
者
表
彰
」を
受

賞〔
2
0
0
9
〕

1
月

附
属
小
学
校
の
八
崎
和
美
教
諭
が

「
平
成
20
年
度
文
部
科
学
大
臣
優
秀

教
員
表
彰
」を
受
賞

〔
2
0
0
9
〕

2
月

障
害
者
雇
用
の
取
り
組
み
に
対
し
て

石
川
県
特
別
支
援
教
育
振
興
会
か
ら

感
謝
状
贈
呈

〔
2
0
0
8
〕

12
月

中
国
・
南
開
大
学
と
大
学
間
交
流
協

定
を
締
結

中
国
・
浙
江
工
業
大
学
と
大
学
間
交

流
協
定
を
締
結

〔
2
0
0
8
〕

12
月

J
S
T
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
石

川
と
科
学
技
術
振
興
に
関
す
る
連
携

協
定
を
締
結

〔
2
0
0
9
〕

1
月

「
北
陸
銀
行
若
手
研
究
者
助
成
金
」制

度
を
創
設

総
応
募
件
数
1
1
4
件
か
ら
6
件
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

〔
2
0
0
9
・
3
〕

■
論
文
等
が
優
れ
て
い
る
と
認
め
ら

　

れ
る
者

杉
浦
智
子
自
然
科
学
研
究
科

日
本
薬
物
動
態
学
会
の
国
際
英
文
学
会
誌

に
お
い
て
、2
0
0
7
年
度
編
集
者
が
選
ぶ

最
優
秀
論
文
賞
を
受
賞
。

大
野
直
樹
医
学
系
研
究
科

J
R
C
2
0
0
9
・
第
64
回
日
本
放
射
線

技
術
学
会
総
会
学
術
大
会
で
優
秀
学
生
研

究
発
表
賞
を
受
賞
。

原　

成な
り
ひ
ろ広

医
学
系
研
究
科

2
0
0
8
年
米
国
核
医
学
会
で
優
秀
論
文

賞
を
受
賞
。

中
原
皓こ

う
へ
い平

教
育
学
研
究
科

第
26
回
国
際
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク

ス
イ
ン
ス
ポ
ー
ツ
学
会
に
お
い
て
、日
本

人
学
生
と
し
て
初
め
て「The

E
arly

B
ird

A
w
ard

」を
受
賞
。

■
本
学
の
課
外
活
動
の
振
興
に
顕
著

　

な
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

団
体

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
研
究
会

代
表　

齋
藤
浩
一
郎

第
6
回
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会

総
合
3
位
。

合
唱
団

代
表　

嶋
田　

翔

第
61
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞

を
受
賞
、他
入
賞
多
数
。

■
本
学
の
課
外
活
動
の
振
興
に
顕
著

　

な
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

個
人

杉
本
美
佳
教
育
学
部

第
50
回
北
信
越
学
生
剣
道
優
勝
大
会
団
体

優
勝
、他
入
賞
多
数
。

西
村
達
弥　
教
育
学
部

2
0
0
8
日
本
学
生
陸
上
競
技
個
人
選
手

権
大
会
男
子
走
り
高
跳
び
7
位
。

野
崎
将
史　
教
育
学
部

第
56
回
秋
季
北
信
越
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
賞
、他
入
賞

多
数
。国
民
体
育
大
会
石
川
県
代
表
選
手
。

中
村
建た

 
つ
 
や哉　

教
育
学
部

第
56
回
秋
季
北
信
越
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
優
秀
選
手
賞
、他
入
賞
多
数
。国
民

体
育
大
会
石
川
県
代
表
選
手
。

■
社
会
活
動
に
お
い
て
優
れ
た
評
価

　

を
受
け
、本
学
の
名
誉
を
著
し
く

高
め
た
と
認
め
ら
れ
る
団
体

い
し
か
わ
縦
断
子
育
て
支

援
キ
ャ
ラ
バ
ン

代
表　

佐
藤
啓
子

学
生
の
視
点
か
ら
子
育
て
の
現
状
を
見
つ

め
る
こ
と
を
目
的
に
調
査
活
動
を
行
い
、

関
連
機
関
の
人
た
ち
と
の
意
見
交
換
や
発

表
を
と
お
し
て
、よ
り
よ
い
子
育
て
環
境

作
り
に
貢
献
し
た
。

能
登
半
島
地
震
被
災
者
の

保
健
支
援
グ
ル
ー
プ

代
表　

堂
端
綾
乃

「
能
登
半
島
地
震
被
災
者
の
保
健
支
援
グ

ル
ー
プ
」と
し
て
、被
災
住
民
に
対
す
る
積

極
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。

■
社
会
活
動
に
お
い
て
優
れ
た
評
価

　

を
受
け
、本
学
の
名
誉
を
著
し
く

高
め
た
と
認
め
ら
れ
る
個
人

水
上
寛
之
教
育
学
部

第
1
回
金
沢
大
学
学
生
リ
ユ
ー
ス
市
の
開

催
に
あ
た
り
、中
心
と
な
っ
て
活
動
し
た
。

ま
た
、「
な
ん
で
も
相
談
室
」に
お
い
て
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
担
当
者
と
し
て
そ
の
運

営
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

■
受
賞

■
交
流
協
定

■
そ
の
他
の
連
携
・
協
定

■
学
長
表
彰

林総館長（左）と握手する中村学長（右）

■
そ
の
他



本
学
の
3
研
究
域
が
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る

テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
最
先
端
の
研
究
内
容
を
紹

介
し
ま
し
た
。

「
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
食
と
運
動
と
環
境
」

●
1
月
24
日
／
石
川
県
立
音
楽
堂
邦
楽
ホ
ー
ル

生
活
習
慣
の
見
直
し
や
早
期
発
見
の
大
切
さ

を
説
明
し
ま
し
た
。

「
地
球
温
暖
化
問
題
を
含
め
た
俯
瞰
的
な
環
境

問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

●
1
月
31
日
／
石
川
県
立
音
楽
堂
邦
楽
ホ
ー
ル

本
学
の
先
進
的
な
環
境
研
究
の
う
ち
、
4

つ
の
分
野
（
里
山
里
海
の
保
全
と
利
用
、

越
境
大
気
汚
染
の
観
測
、
モ
ホ
ー
ル
に
関

す
る
地
球
科
学
、
日
本
海
の
汚
染
観
測
と

国
連
と
の
協
力
）
に
つ
い
て
、
現
状
と
研

究
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
交
響
す
る
文
化
学
ー
異
文
化
接
触
と
新
文
化

創
出
の
た
め
に
ー
」

●
2
月
7
日
／
赤
羽
ホ
ー
ル

海
外
か
ら
太
鼓
チ
ー
ム
を
招
き
、異
文
化
を

テ
ー
マ
に
開
催
。

「
輝
け
る
能
登
、未
来
に
向
け
て
」

●
2
月
８
日
／
輪
島
市
文
化
会
館

能
登
半
島
復
興
事
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
の
報
告
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

　

障
害
者
雇
用
の
一
環
と
し
て
清
掃
職
員
に
採
用

し
て
い
る
特
別
支
援
学
校
等
の
卒
業
生
3
名
が
成

人
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

2222

　

貸
出
用
の
傘
2
0
0
本
が
金
沢
大
学
生
活
協

同
組
合
よ
り
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
た
め
の
3
つ

の
ス
テ
ッ
プ「
創
造
ー
具
現
化
ー
事
業
化
」の
出

口
で
あ
る「
事
業
化
」に
着
目
し
、「
事
業
化
へ
の

あ
と
一
歩
」を
埋
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

し
た
。

国
、石
川
県
お
よ
び
金
沢
市
の
男
女
共
同
参
画

担
当
者
を
招
き
、講
演
や
シ
ョ
ー
ト
レ
ポ
ー
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

学
業
成
績
優
秀
者
21
名
へ
の
給
付
が
決
定
し

ま
し
た
。

北
陸
銀
行
か
ら
、包
括
連
携
事
業
の
一
つ
と
し

て
、学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
お
よ
び
就
職
活
動
支

援
に
資
す
る
図
書
1
6
1
冊
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

11/15 11/18 11/24 11/28 

12/9 12/15 

1/31  1/22  

筑波大学 山口 香 准教授 

N
o
v
e

m
b

e
r 

11
月

11/12 

1/15 

12/8 12/12
~13

12/13
~14

P
7
に
関
連
記
事

「
い
し
か
わ
金
沢
学
」冬
コ
ー
ス

を
開
催

「
ア
ン
ブ
レ
ラ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」用

オ
リ
ジ
ナ
ル
傘
の
贈
呈
式

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
S
A
T
O
Y
A
M

A
の
生
物
多
様
性
保
全
〜
森
・
川
・
海

の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
人
の
い
と

な
み
〜
」を
開
催

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
成
セ
ン
タ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
イ
ト
道
場
キ
ッ
ク
オ

フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

朝
日
・
大
学
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム「
黄
砂
、変
化
の
旅
〜
能
登
は

大
気
観
測
の
最
前
線
〜
」を
開
催

K
U
T
L
O
ー
N
I
T
T
の
発
足
記

念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

「
第
1
回
金
沢
大
学
女
性
研
究
者
支

援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

本
学
独
自
の
奨
学
金
制
度「
ア
カ
ン

サ
ス
・
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」給
付
決
定
交

付
式合

唱
団
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
金
賞
受
賞
報
告
会

12/16 
附
属
図
書
館
で「
北
陸
銀
行
文
庫
」

贈
呈
式

12/17  
留
学
生
懇
談
会
を
開
催

「
金
大
生
の
た
め
の
O
B
・
O
G
に

よ
る
業
界
・
企
業
研
究
会
」を
開
催

「
成
人
を
祝
う
会
」を
開
催

第
1
回
金
沢
大
学
未
来
開
拓

研
究
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ーF
e
a
tu
re
s
fo
r
th
e

Future

ー

を
開
催

公
務
員
試
験
対
策
講
座

第
6
期
生
合
格
祝
賀
会
を
開
催

12/20
金
沢
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
内
灘

を
開
催

12/6
琴
尺
八
部
が
邦
楽
演
奏
会
を
開
催

金
沢
大
学
・
東
京
学
芸
大
学
・
愛
知
教

育
大
学
お
よ
び
千
歳
科
学
技
術
大
学

が
連
合
し
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る

教
員
免
許
状
更
新
講
習
を
全
国
展
開

1/17 
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が
定

期
演
奏
会
を
開
催

1/31 
合
唱
団
が
定
期
演
奏
会
を
開
催

J
a

n
u

a
ry

 

1
月

D
e

c
e

m
b

e
r 

12
月

1/24
~2/8

■
医
薬
保
健
研
究
域

■
理
工
研
究
域

■
人
間
社
会
研
究
域



ニュース&トピックス

附
属
幼
稚
園
55
名
に
卒
園
証
書
が
、附
属

小
学
校
1
1
0
名
、附
属
中
学
校
1
5
7
名
、

附
属
高
校
1
1
9
名
、附
属
特
別
支
援
学
校

小
学
部
1
名
、中
学
部
6
名
、高
等
部
9
名
に

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

学
部
生
1
8
2
0
名
、別
科
34
名
、大
学
院

研
究
科
修
了
生
と
論
文
審
査
合
格
者
7
3
1

名
、計
2
5
8
5
名
に
学
位
記
・
修
了
証
書
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
 20
年
度 

附
属
学
校 

卒
業

・
卒
園
式
を
挙
行

平
成
 20
年
度 

金
沢
大
学
学
位

記
・
修
了
証
書
授
与
式
を
挙
行

3/23 3/6
~13

　

石
川
県
立
能
楽
堂
で
、能
・
狂
言
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

被
災
地
支
援
に
関
わ
っ
て
き
た
本
学
の
学
生
も

参
加
し
、地
元
高
校
生
と
と
も
に
復
興
に
向
け
た

能
登
の
未
来
を
議
論
し
ま
し
た
。

2323

　

教
育
改
革
・
組
織
改
革
な
ど
、国
立
大
学
を
先
導

す
る
大
学
改
革
モ
デ
ル
を
紹
介
し
ま
し
た
。

2/1 2/3 2/7
宝
生
会
能
楽
発
表
会

2/14  
能
登
半
島
地
震
復
興
ユ
ー
ス
・
フ
ォ

ー
ラ
ム

雪
だ
る
ま
ま
つ
り
in
角
間
の
里
／

か
な
ざ
わ
雪
ん
子
体
験
塾
を
開
催

金
沢
大
学
派
遣
留
学
報
告
会
を
開
催

P
4
、10
、11
に
関
連
記
事

2/14 
「
い
し
か
わ
金
沢
学
」特
別
コ
ー
ス
を

開
催

P
7
に
関
連
記
事

2/19 
金
沢
が
ん
生
物
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
2
0
0
9
を
開
催

3/4 
金
沢
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
日
本
の

未
来
を
担
う
人
材
養
成
・
教
育
改
革

モ
デ
ル
の
構
築
」を
開
催

3/14
第
3
回
金
沢
大
学
学
生
リ
ユ
ー
ス
市

3/7 
金
沢
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム
2
0
0
9
を
開
催

3/14 
「
能
登
里
山
マ
イ
ス
タ
ー
」養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
修
了
式
を
挙
行

3/26 
「
金
沢
先
進
医
学
セ
ン
タ
ー
」調
印
式

3/27 
金
沢
市
と
連
携
協
定
を
締
結

P
15 
に
関
連
記
事

F
e
b

ru
a

ry
 

2
月

M
a

rc
h

 

3
月



金
沢
大
学
広
報
誌
[
ア
カ
ン
サ
ス
] N
o
.1
4
 

★マークはサークルのイベント　( )は開催場所です。
＊マークは金沢大学サテライト・プラザで開催します。
特に明記がないものは ,金沢大学角間キャンパスで開催します。

発
行
日
 2009年

4月
20日

発
　
行
 金
沢
大
学
広
報
戦
略
室
 〒
920-1192 金

沢
市
角
間
町
 T
E
L
(076)264-5024 koho@

ad.kanazaw
a-u.ac.jp

広
報
誌「
ア
カ
ン
サ
ス
」の
配
布
を
希
望
さ
れ
る
同
窓
会
に
は
有
償
で
増
刷
い
た
し
ま
す
の
で
,所
要
数
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お気軽にご参加ください

EVENT
CALENDER

イベントカレンダー

Event Inform
ation

〔
編
集
後
記
〕

今
号
の
テ
ー
マ
は
国
際
化
で
す
。現

代
社
会
の
多
様
な
文
化
・
言
語
・
社

会
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
野
を
育
む
こ
と
は
国
際
理
解

の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。そ
れ
を
支
援
す
る
金
沢

大
学
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
今

以
上
の
ス
タ
ッ
フ
、シ
ス
テ
ム
、そ

し
て
教
育
研
究
環
境
を
整
え
る
こ

と
。日
々
、「
よ
り
進
化
す
る
」こ
と

を
忘
れ
ず
に
い
た
い
も
の
で
す
。

〔
表
紙
写
真
〕

新
外
来
診
療
棟

（
宝
町
・
鶴
間
キ
ャ
ン
パ
ス
）

21
年
5
月
オ
ー
プ
ン
の
新
外
来
診

療
棟
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

で
す
。天
井
と
正
面
か
ら
光
が
差
し

込
み
、開
放
的
な〝
街
並
み
〞を
演

出
し
て
い
ま
す
。附
属
病
院
で
は
こ

の
建
物
の
完
成
に
よ
り
、こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
医
療
と
高
度
先
端
医

療
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

〔A
canthus

と
は
？
〕

古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
に
由
来
す

る
植
物
で
、和
名
を
葉
薊（
ハ
ア
ザ

ミ
）と
い
う
。金
沢
大
学
校
章
の
モ

チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
施
設
に
名
称
が
用

い
ら
れ
る
な
ど
、長
年
に
わ
た
り
学

生
や
教
職
員
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

4月 
April

12

12

14

16

17

23

31

ふれあい看護体験(附属病院 対象:高校生以上)

ふれあいコンサート(附属病院)

第8回北陸地域アイソトープ研究フォーラム
(十全講堂)

ふれあい看護体験(附属病院 対象:小中学生の親子)

ミニ講演 「水子供養をめぐる諸問題」＊

マンドリンクラブ合同演奏会(金沢市文化ホール)★

「いしかわ金沢学」春コース

7月 
July

6

13

14

21

27

フィルハーモニー管弦楽団サマーコンサート
(石川県立音楽堂コンサートホール)★

第55回幼児教育研究会(附属幼稚園)

ミニ講演「裁判員は間違えるか」＊

吹奏楽団サマーコンサート(金沢市文化ホール)★

初期救急救命法講習会(十全講堂)

5月 
May

6月 
June

8月 
August

上旬

下旬

4

6~9/30

7

8

9

10 

11

18

モダン・ジャズ・ソサエティ「BIG BANDS 
JA-M-P!! 2009」(金沢市民芸術村)★

新歓展(資料館)

入学宣誓式(学域:金沢歌劇座 大学院:十全講堂)

附属学校入学式(小学校・中学校・高等学校・特別
支援学校)

学類オリエンテーション

附属幼稚園入園式(附属幼稚園)

能登里山マイスター入講式(能登学舎)

ミニ講演「民法715条に基づく使用者責任
の現状について」＊

オープンキャンパス

夏季一斉休業

6~7

12~14

「いしかわ金沢学」夏コース

「いしかわ金沢学」奥能登文化体験コース

http://daigakujc.jp/
kanazawa-u/

携帯サイトはこちら！「3学域・16学類」
がわかる

バーチャル
入学体験

実際に見て，ふれて，キャンパスの雰囲気を肌で
感じる絶好の機会です。金沢大学の魅力を体験
できるオープンキャンパスにぜひお越しください。
■午前の部　受付   9:30    開始10:00
■午後の部　受付13:00　開始13 :30

4/10~18
「タイ語会話入門」

4/11~5/2
「塑造による頭像の制作ー美術へのいざない(X IX)ー」

5/9~16 
「コードネームを使った簡単なピアノ伴奏講座 初級コース」

5/9~6/6 
「バイオ工学入門・自然システム学類」

5/23
「心・理・学」

5/24
「ブランド医薬品とジェネリック医薬品」

6/10~7/8
「国が変われば 教え方も変わる?!ー各国の教育事情と文化ー」

6/13~7/11
「物質循環社会に向けた最新の“ものづくり”・自然システム学類」

6/13~7/18 
「機械設計初級講座~知っておきたい設計のポイント~」

6/20~7/18 
「幼児教育の現場から考える現代の子育て学」

6/24~7/3
「法の歴史と未来」

6/27~10/31
「漢方の不思議を解く!Part2:薬茶ー薬草園学入門講座ー」

7/4~11
「コードネームを使った簡単なピアノ伴奏講座 中級コース」

7/25~8/1
「近代金沢の政治と行政」

7/30~31
「高校生のための医学・発生生物学への招待」

8/5~7
「金沢大学の地域連携から見えてきた能登の可能性」

8/24~25
「聴覚障害児を指導する教員のための手話講座」

8/25~27
「薬局見学・体験ツアー」

［詳細情報］http://www.kanazawa-u.ac.jp/faculty/kaiho_c/kouza.htm

4/10より毎週金曜日開講「環境マネージメント論」
4/14より毎週火曜日開講「技術経営論入門」
4/16より毎週木曜日開講 「技術マネージメント基礎論」

［お問合せ］角間南地区事務部学生課学務第二係 TEL:076-234-6831

金沢MOT塾

公開講座

金沢大学の最新情報は金沢大学ホームページからご覧いただけます。  http://www.kanazawa-u.ac.jp/

8/6(木)~7(金) オープンキャンパス開催


